
特集 登別市の決算状況…２

　８月23日㈮から25日㈰、登別温泉街で、『第56回登別
地獄まつり』（市・登別国際観光コンベンション協会主
催）を開催しました。
　泉源公園内の特設ステージでは、和太鼓Ｚ

ジ ン カ

ＩＮＫＡに
よるパフォーマンスや登別中学校の生徒による熊舞など
が披露され、国内外から訪れた観光客などから大きな歓
声が上がっていました。
※関連記事16ページ。

夏空に響く太鼓の音 もくじ
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登別市は2020年に市制施行50周年を迎えます
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市税
51.5億円

地方交付税
57.2億円

26.9㌫23.4㌫

7.4㌫

18.1㌫ 24.2㌫

国・道支出金
49.7億円

市債
15.6億円

212.5
億円

その他
38.5億円

収入 前年度とほぼ変わらず212.5億円

212.5
億円

207.6
億円 4.9億円－ ＝

収入 支出
収支　一般会計は、市税や地方交付税などを財源に、福祉や教育など、

市の基本的な事業を行うための会計です。
　平成30年度の一般会計の収入は212.5億円、支出は207.6億円で、
収支は4.9億円の黒字となりました。

■市税　市民税、固定資産税、軽自動車税、入湯税など、市に納める税金　■地方交付税　人口や市税収
入などに応じて国から交付されたお金　■国・道支出金　特定の事業に対し、国や北海道から交付された
お金　■市債　国や銀行から借り入れたお金

特
集登

別
市
の

決
算
状
況

－

平
成
30
年
度

－

収
入
の
ポ
イ
ン
ト

用
語

平成30年度　一般会計の決算状況

　
決
算
と
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

（
支
払
い
な
ど
の
整
理
期
間
と
し
て
翌
年
５
月
末
ま
で

の
期
間
を
含
む
）
に
、
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
入
っ
て

き
て
、
ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
市
の
平
成
30
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
市
議
会
で
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
今
号
で
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
か
な
ど
を
解
説
し
な
が
ら
、
市
の
平
成
30
年
度
の
決

算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
３
３
１
）

　
『
国
・
道
支
出
金
』
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
事
業
や
水
産
鮮
度
保
持
施
設
整
備
事
業
の

終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
2.8
億
円

（
5.4
㌫
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
市
債
』
は
、
鷲
別
小
学
校
建
替
事
業
の
終

了
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
2.7
億
円
（
14
・

９
㌫
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
そ
の
他
』
は
、
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
5.4
億
円

（
16
・
４
㌫
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

▶�

ふ
る
さ
と
納
税
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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207.6
億円

総務費
11.3億円

民生費
74.5億円

土木費
26.1億円

35.9
㌫

4.9
㌫

12.8
㌫

12.6㌫

18.1
㌫

10.2㌫ 5.5㌫

教育費
10.2億円

公債費
26.6億円

給与費
37.6億円

その他
21.2億円

収入

215.0

210.0

205.0

200.0

195.0

（億円）

支出

205.2
億円

前年度繰越金や
預金の取り崩しなど
7.3億円

212.5
億円

赤字
2.4億円

207.6
億円

支出 前年度に比べ0.8億円増の207.6億円

　特別会計は、保険料や使用料を財源として国民健康保険や介護保
険、学校給食事業など、特定の事業を行うための会計です。
　平成30年度の特別会計は全ての会計で収支が同額または黒字とな
りました。

※�水道事業会計、下水道事業会計の
決算状況は、６ページ以降でお知
らせしています。

※�表示単位未満を四捨五入しているため、合計値などが一
致しません。

■総務費　市の全般的な管理などに使ったお金　■民生費　高齢者や子どもなどの福祉のために使ったお
金　■土木費　道路や市営住宅などの整備や維持に使ったお金　■教育費　児童・生徒の教育、学校の整
備や運営などに使ったお金　■公債費　借金の返済に使ったお金　■給与費　職員への給料や手当などと
して支払ったお金

特
集
登別市の
決算状況

支
出
の
ポ
イ
ン
ト

用
語

平成30年度　特別会計の決算状況

　
『
民
生
費
』
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
等
整
備
事
業
、

鷲
別
児
童
館
移
転
改
築
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
4.1
億
円
（
5.2
㌫
）
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　
『
土
木
費
』
は
、
災
害
時
に
、
避
難
所
と
し

て
活
用
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
大
規
模
建
築
物

の
補
強
設
計
や
耐
震
改
修
の
費
用
を
一
部
助
成

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
5.3
億
円

（
25
・
４
㌫
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
30
年
度
の
実
施
状
況
　

・
補
強
設
計
　
１
棟

・
耐
震
改
修
　
２
棟

　
平
成
30
年
度
の
収
入
212
・
５
億
円
か
ら
、

前
年
度
繰
越
金
、
翌
年
度
繰
越
事
業
の
財

源
、
収
入
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
取
り

崩
し
た
市
の
預
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

な
ど
、
合
計
7.3
億
円
を
差
し
引
い
た
収
入

は
205
・
２
億
円
で
、
平
成
30
年
度
の
実
質

的
な
単
年
度
収
支
は
2.4
億
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
30
年
度
の
収
入
の
み
で

は
支
出
を
補
い
き
れ
ず
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
や
市
の
預
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
財
政
事
情
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。 単

年
度
で

�

収
支
を
見
て
み
る
と

平成30年度の単年度で見る決算状況

（単位：億円）

会　計 国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉スキー場
事業特別会計

後期高齢者医療
特別会計

収　入 58.2 3.3 0.5 38.6 1.1 7.7
支　出 54.4 3.3 0.5 37.2 1.1 7.7
収　支 3.8 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0
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200.0
210.0
220.0
230.0
240.0
250.0

市債残高の推移（表２）

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

247.6億円 245.9億円 244.4億円
239.0億円

229.9億円

（億円）

一般会計

特別会計
（学校給
食事業、
簡易水道
事業）

0.0
2.0

6.0
4.0

8.0
10.0
12.0
14.0

基金残高の推移（表１）

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

12.0億円
10.6億円

1億円

11.5億円
13.0億円

8.7億円

（億円）

財政調整
基金

減債基金
の一部

北海道市
町村備荒
資金組合
超過納付
金

市
の
借
金
（
市
債
）

　
市
は
、
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
、
将
来

に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
大
規
模
な
施
設

な
ど
を
整
備
す
る
と
き
に
、
国
や
銀
行
か

ら
長
期
間
で
返
済
す
る
資
金
を
借
り
入
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
市
債
と
い
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、
消
防

車
両
の
更
新
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
資
金

の
一
部
に
つ
い
て
、
元
金
の
返
済
が
始
ま

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
9.1

億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
）
。

　
な
お
、
一
般
会
計
に
お
け
る
公
債
費

（
借
金
の
返
済
額
）
に
つ
い
て
は
、
26
・

６
億
円
と
な
り
、
支
出
全
体
に
占
め
る
割

合
は
12
・
８
㌫
で
、
前
年
度
に
比
べ
0.6
億

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
で

は
、
221
・
２
億
円
の
支
出
に
対
し
て
、
216
・

２
億
円
の
収
入
し
か
見
込
め
ず
、
５
億
円

の
財
源
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
財
源
不
足
に
つ
い
て
は
、
全
額
を

基
金
な
ど
の
取
り
崩
し
で
対
応
す
る
予
定

で
あ
り
、
今
後
、
財
政
が
好
転
せ
ず
、
財

源
不
足
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
令

和
元
年
度
末
の
基
金
残
高
は
3.7
億
円
ま
で

減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
適
切
に
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
不
要
な
支
出
が
な
い
か
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
る
な
ど
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
高
齢
化
の
進
展
な

ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
に
加
え
、

消
防
支
署
新
庁
舎
の
建
設
や
消
防
本
部
・

本
署
の
建
て
替
え
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
控
え
て
お
り
、
多
く

の
お
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
は
、
人
口
の
減
少
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
大
き
く
増
加
す
る

こ
と
は
見
込
め
ず
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向
に

よ
っ
て
は
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
し
な
が
ら
、
必
要
性

の
高
い
大
型
事
業
に
順
次
取
り
組
む
た
め
、

事
業
の
効
率
性
を
常
に
検
証
し
、
改
善
し

て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
や
時
代
の

変
化
な
ど
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
計
画
的
で
健

全
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

市
の
預
金
（
基
金
）

　
市
は
、
財
源
の
調
整
を
図
っ
た
り
、
特

定
の
事
業
に
使
用
す
る
た
め
の
、
さ
ま
ざ

ま
な
基
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
基
金
な
ど
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債

基
金
の
一
部
、
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金

組
合
超
過
納
付
金
の
３
種
類
で
、
こ
れ
ら

の
平
成
30
年
度
末
の
残
高
は
、
収
入
の
不

足
分
を
補
う
た
め
に
、
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
を
行
っ
た
た
め
、
前
年
度
に
比

べ
1.9
億
円
減
の
8.7
億
円
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

市
の
預
金
や

�

借
金
の
状
況

特
集
登別市の
決算状況

令
和
元
年
度
の
予
算

　なぜ利子を払ってまで
借金をするのかというと、
道路や建物の整備には多
額の費用がかかるため、
建設時の市民だけでは大
きな負担となってしまう
ほか、その他の事業が何
もできなくなってしまう
からです。
　道路や建物など、長い
間使うものは、将来の世
代の人たちにも公平に負
担していただく必要があ
ります。

解説します
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平成30年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率（表３）
区分 国の基準（平成30年度）

登別市の
比率健全化判断比率 早期健全化基準

（イエローカード）
財政再生基準

（レッドカード）
実質赤字比率
市税や普通交付税などの収入額に占める、一般会計
など（登別市の場合、一般会計に学校給食事業特別
会計を加えたもの）の赤字額の割合

13.11㌫以上 20.00㌫以上 なし

連結実質赤字比率
市税や普通交付税などの収入額に占める、全ての会
計の赤字額の割合

18.11㌫以上 30.00㌫以上 なし

実質公債費比率
市税や普通交付税などの収入額に占める、一般会計
などの公債費や公営企業の市債償還のために一般会
計から負担した額などの合計額の割合

25.0㌫以上 35.0㌫以上 13.0㌫

将来負担比率
市税や普通交付税などの収入額に占める、市債残高
や退職手当引当金など、市が将来的に負担しなけれ
ばならない額の割合

350.0㌫以上 － 94.7㌫

資金不足比率 経営健全化基準

なし
それぞれの公営企業（登別市の場合、水道事業会計、
下水道事業会計、簡易水道事業特別会計、カルルス
温泉スキー場事業特別会計）の事業規模に占める、
資金不足額の割合

20.0㌫以上

平成30年度　健全化判断比率と資金不足比率を公表します

国
が
定
め
る
基
準
と
見
比
べ
て
み
よ
う

　
市
は
『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
』
に
基
づ
き
、
毎
年

度
、
４
つ
の
『
健
全
化
判
断
比
率
』
を
算
定
し
て
い
る
ほ
か
、
水
道
事
業
や
下
水

道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
『
資
金
不
足
比
率
』
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
『
健
全
化
判
断
比
率
』
と
『
資
金
不
足
比
率
』

は
、
い
ず
れ
も
国
の
定
め
る
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
（
表
３
）
。

　
今
後
も
基
準
を
上
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
基
準
の
一
つ
で
、

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
１
つ
で

も
早
期
健
全
化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）

を
上
回
っ
た
市
町
村
は
、
『
財
政
健
全
化
計

画
』
を
策
定
し
、
自
主
的
な
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
は
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
基
準
の
一
つ
で
、

将
来
負
担
比
率
を
除
く
、
３
つ
の
健
全
化
判

断
比
率
が
１
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
）
を
上
回
っ
た
市
町
村
は
、
『
財

政
再
生
計
画
』
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
（
20
・

０
㌫
）
を
上
回
っ
た
公
営
企
業
は
、
『
経
営

健
全
化
計
画
』
を
策
定
し
、
経
営
改
善
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
資
金
不
足
額

は
、
対
象
と
な
る
全
て
の
会
計
（
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業

特
別
会
計
）
に
お
い
て
生
じ
て
お
ら
ず
、
経

営
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
計
画
に
は
、
国
が
厳
し
く
財
政
運
営

に
関
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
税
率
の
引
き
上

げ
や
建
設
事
業
の
休
止
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
は
、
い
ず
れ
も
財
政
再
生
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準

（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）

財
政
再
生
基
準

（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）

経
営
健
全
化
基
準

特
集
登別市の
決算状況
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平成30年度
水道事業会計の決算状況

　日常生活において、欠かすことのできない水を家庭などへ届ける『水道』は、生活を支
えるライフラインの一つです。
　市は、安全で良質な水道水を安定的に供給するため、市民の皆さんからいただく水道料
金を主な財源として、水道施設の整備や維持管理などを行っています。
　このたび、平成30年度の収入や支払いがまとまり、決算状況については、今後、市議会
で審査を受けることになります。
　今号では、水道事業会計の平成30年度決算状況をお知らせします。
　※一部を除き、金額は消費税を除いた数字です。

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
を
安

全
で
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
本
来
の

目
的
に
加
え
、
常
に
効
率
的
な
事
業
運
営

を
図
り
、
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
に
必
要

な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う
収
入
（
水
道
料

金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て
る
と
い
う
独
立

採
算
制
を
原
則
に
経
営
を
行
っ
て
お
り
、

会
計
制
度
は
、
企
業
の
経
営
成
績
、
財
政

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
企
業
会
計

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
に
わ
た
っ
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い

く
た
め
、
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
安

全
・
安
心
な
給
水
体
制
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ど
れ
だ
け
の
部
分
を
負
債
で
賄
っ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
と
は
、
水
道
水
を
つ
く
り
、

家
庭
な
ど
に
お
届
け
す
る
た
め
の
費
用
な

ど
の
収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
の
収
入
合
計
は
、
予
算
の

８
億
９
千
867
万
円
に
対
し
、
決
算
は
８
億

８
千
121
万
円
で
１
千
746
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
支
出
合
計
は
、
予
算
の
８
億
９
千
668
万

円
に
対
し
、
決
算
は
8
億
３
千
931
万
円
で

５
千
737
万
円
の
減
と
な
り
、
こ
の
結
果
、

収
支
決
算
は
、
４
千
190
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
国
な
ど
か
ら
の

借
入
金
の
今
後
の
元
金
償
還
に
備
え
る
た

め
の
減
債
積
立
金
に
２
千
96
万
円
、
配
水

管
の
更
新
な
ど
の
施
設
整
備
に
備
え
る
た

め
、
建
設
改
良
積
立
金
に
２
千
94
万
円
を

積
み
立
て
る
予
定
で
す
。

　
資
本
的
収
支
と
は
、
浄
水
場
や
配
水
池
、

配
水
管
な
ど
の
整
備
を
行
う
た
め
の
収
支

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
の
収
入
合
計
は
、
予
算
の

３
億
５
千
310
万
円
に
対
し
、
決
算
は
３
億

３
千
487
万
円
で
１
千
823
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
８
億
４

千
116
万
円
に
対
し
、
決
算
は
７
億
７
千
621

万
円
で
６
千
495
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
４
億
４
千

134
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。
不
足
額

に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
支
の
営
業
費
用

に
含
ま
れ
る
減
価
償
却
費
や
資
産
減
耗
費

な
ど
の
内
部
留
保
資
金
（
損
益
勘
定
留
保

資
金
）
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

給水の状況

収益的収支表
項　　目 金　　額

収益的収入 8億8,121万円
営業収益 8億4,727万円
(うち給水収益) 7億9,994万円
営業外収益 3,394万円
特別利益 0万円

収益的支出 8億3,931万円
営業費用 7億6,277万円
営業外費用 7,644万円
特別損失 10万円

純利益 4,190万円

資本的収支表
項　　目 金　　額

資本的収入 3億3,487万円
企業債 3億2,340万円
負担金 460万円
他会計補助金 687万円

資本的支出 7億7,621万円
建設改良費 4億9,313万円
企業債償還金 2億8,308万円

不足額 4億4,134万円

水
道
事
業
会
計
の
概
要

収
入
と
支
出
の
概
要

平成31年
３月31日時点

平成30年
３月31日時点

給水人口 47，294人 47，870人
給水戸数 21，977戸 22，067戸
年間給水量 3,061,738㎥ 3,182,762㎥
一日一人当た
り平均給水量 177㍑ 182㍑

平均配水量
（一日当たり） 12,185㎥ 12,038㎥
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問い合わせ
水道グループ

（☎�５５０１）

　
『
貸
借
対
照
表
』
は
、
企
業
の
財
政
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
保
有
す
る
全
て

の
『
資
産
』
、
『
負
債
』
、
『
資
本
』
を

分
け
て
表
示
し
た
決
算
資
料
の
一
つ
で
、

賃
借
対
照
表
で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
産
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
資
産
に
対
し
て

　
安
定
し
た
水
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
必
要
に
応
じ
、
浄
水
場
や
配
水
管

な
ど
の
水
道
施
設
を
整
備
し
、
老
朽
化
す

る
施
設
を
計
画
的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ

ど
れ
だ
け
の
部
分
を
負
債
で
賄
っ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
ま
す
。
整
備
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必

要
と
な
る
た
め
、
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
水
道
料
金
の
一
部
か
ら

返
済
し
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
で
は
、
こ

の
借
入
金
を
「
企
業
債
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
平
成
30
年
度
末
現
在
で
企
業
債
残
高
は
、

44
億
２
千
194
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
企
業
債
は
、
財
政
負
担
の
軽
減

や
、
将
来
利
用
す
る
市
民
に
も
公
平
に
負

担
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
か
ら
、
長
期

の
計
画
で
返
済
し
て
お
り
、
企
業
債
残
高

を
給
水
人
口
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

９
万
３
千
499
円
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
収
益
的
収
支
で
４
千

190
万
円
の
純
利
益
を
確
保
で
き
た
も
の
の
、

給
水
人
口
の
減
少
に
伴
う
年
間
給
水
量
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
と
比
較

す
る
と
、
２
千
165
万
円
、
34
・
07
％
の
大

幅
な
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
資
本

的
収
支
に
つ
い
て
は
、
例
年
と
同
様
に
生

じ
た
不
足
額
を
収
益
的
収
支
で
生
じ
る
損

益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
経
営
環
境
は
よ
り

一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年

４
月
１
日
に
、
今
後
４
年
間
の
事
業
運
営

に
最
低
限
必
要
な
水
道
料
金
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
４
年
間
は
健
全

な
経
営
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
給
水
人

口
の
減
少
や
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
に
よ

る
給
水
収
益
の
減
少
、
将
来
を
見
据
え
た

建
設
投
資
の
増
加
も
見
込
ま
れ
、
厳
し
い

経
営
状
況
が
依
然
と
し
て
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
支
出
の
削
減
や
未
収
金
の

解
消
な
ど
、
経
営
努
力
を
行
い
、
経
営
健

全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
水
道
事
業
の
経
営
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
広
報
紙
な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
水
道

事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成30年度に実施した主な水道施設工事

区　分 工　事　内　容 事業費
（消費税を含む）

送配水管
新設工事

水道水の安定供給を図るため幹
線となる配水管などの設置工事
を行いました。

666万円

送配水管
改良工事

赤水発生の解消や地震などの災
害に強い水道施設の整備を図る
ため、老朽化した配水管の改良
（更新）工事を行いました。

1億1,189万円

水道
メーター
取替工事

計量法で定められている水道メ
ーターの取り替え（８年ごと）
の工事を行いました。

3,996万円

貸借対照表
区　　分 金　　額 区　　分 金　　額

 

資
産 

固定資産 76億6,182万円
固定負債 41億3,383万円

 

負
債 

企業債 41億3,297万円

有形固定資産
（建物・配水管・水
道メーターなど）

76億6,163万円
その他固定負債 86万円
流動負債 5億　　441万円
企業債 2億8,897万円

無形固定資産
（電話加入権） 19万円

未払金 1億3,714万円
前受金 57万円

流動資産 7億4,930万円
引当金 922万円
その他流動負債 6,851万円

現金預金 6億7,587万円繰延収益 6億8,783万円

 

資
本 

未収金
（未納水道料金）
※�貸倒引当金除く。

7,243万円
長期前受金 17億1,634万円
収益化累計額 △10億2,851万円

貯蔵品
（たな卸資産）

97万円
資本金 24億9,828万円
剰余金 5億8,677万円

その他流動資産 3万円
資本剰余金 1,965万円
利益剰余金 5億6,712万円

資　産　合　計 84億1,112万円 負債・資本合計 84億1,112万円

（平成31年３月31日現在） 財
産
の
状
況

企
業
債
の
状
況

今
後
の
見
通
し
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平成30年度
下水道事業会計の

決算状況

損益計算書：決算資料の一つで、決算額を『営業活動』と『それ以外の活動によるもの』、『その
他特別な事由により発生したもの』に分類し、それぞれの収益と費用をまとめたもの。

用語
解説

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
市
街
地
を
中

心
に
下
水
道
管
を
敷
設
し
、
管
理
を
行
う

『
公
共
下
水
道
事
業
』
と
、
市
街
地
以
外

の
地
域
で
希
望
し
た
家
庭
に
浄
化
槽
を
設

置
し
、
管
理
な
ど
を
行
う
『
個
別
排
水
処

理
施
設
事
業
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
は
『
汚
水
処
理
事

業
』
と
『
雨
水
排
水
事
業
』
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
汚
水
処
理
事
業
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
を
衛
生
的
に
保
つ
た
め
、

各
家
庭
で
食
器
洗
い
や
、
お
風
呂
な
ど
に

使
っ
た
生
活
排
水
、
ト
イ
レ
か
ら
流
さ
れ

る
し
尿
な
ど
を
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い

な
水
に
処
理
し
て
川
に
流
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
水
排
水
事
業
で
は
、
大
雨
に

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
収
入
や
支
出

の
性
質
に
よ
り
、
収
益
的
収
支
と
資
本
的

収
支
に
分
け
て
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
必
要
な
支
出
と
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く

使
用
料
な
ど
の
収
入
を
経
理
し
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
の
決
算
額
は
、
収
入
が
18

億
８
千
120
万
円
、
支
出
が
17
億
６
千
460
万

円
と
な
り
、
１
億
１
千
660
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
下
水
道
事
業
に
関
す
る
事
務
経

費
や
下
水
道
管
の
維
持
管
理
な
ど
に
か
か

る
経
費
、
下
水
道
使
用
料
収
入
な
ど
の
営

業
活
動
に
お
け
る
収
支
（
営
業
損
益
）
は
、

７
億
２
千
870
万
円
の
赤
字
で
あ
り
、
そ
の

他
営
業
外
活
動
に
お
け
る
経
費
を
含
め
た

収
支
（
経
常
損
益
）
は
１
億
１
千
680
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
地
方
自
治
体
が
経
営

す
る
公
営
企
業
と
し
て
、
下
水
道
使
用
料

な
ど
の
収
入
で
経
費
を
賄
う
こ
と
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
雨
水
の
排
水
な
ど
、
公
共

性
の
高
い
事
業
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
市
税
収
入
な

ど
か
ら
な
る
一
般
会
計
で
負
担
し
、
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
平
成
30
年
度
の
決
算
状
況

に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
議
会

で
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収益的収支の損益計算書（単位：万円）
項　目 収益／費用 損　益

営業収益 72,891
利用者からの下水道使用料 67,100
一般会計からの負担金 5,780
その他 11

営業費用 145,761
給与支給のための経費 6,330
施設管理のための経費 31,671
減価償却費 97,145
その他 10,615

営業損益 △�72,870
営業外収益 115,229
一般会計からの補助金 66,271
長期前受金戻入 46,156
その他 2,802

営業外費用 30,679
借入金に係る利息の支払 30,678
その他 1

経常損益 11,680
特別損益 △�20
期間純損益 11,660

下
水
道
事
業
の
概
要

収
益
的
収
支
の
決
算

決
算
の
概
要

よ
っ
て
住
宅
へ
の
浸
水
や
道
路
冠
水
な
ど

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
雨
水
を
川
な
ど
に

流
す
た
め
の
下
水
道
管
を
敷
設
し
、
管
理

し
て
い
ま
す
。

※金額については消費税を除いています。
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下水道事業経営戦略：平成29年度以降12年間に見込まれる施設投資額や使用料収入額をまとめ、将
来にわたり安定的に事業を継続するために必要な取り組みをまとめたもの。

用語
解説

な
ど
で
、
居
住
者
の
希
望
に
応
じ
、
移
管

を
含
め
て
３
基
の
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
資
本
的
収
支
の
決
算
額
は
、

収
入
が
12
億
１
千
473
万
円
、
支
出
が
17
億

８
千
672
万
円
と
な
り
、
収
入
と
支
出
の
差

引
で
は
、
５
億
７
千
199
万
円
の
不
足
と
な

り
ま
し
た
。

　
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
支
で
、

減
価
償
却
費
な
ど
現
金
の
支
出
を
必
要
と

し
な
い
経
費
に
よ
っ
て
生
じ
る
内
部
留
保

資
金
に
よ
り
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や
浄
化

セ
ン
タ
ー
設
備
・
機
器
の
新
設
、
取
り
替

え
な
ど
に
必
要
な
支
出
と
、
そ
れ
ら
の
事

業
を
行
う
た
め
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
お
金
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補

助
金
な
ど
の
収
入
、
過
去
の
借
金
の
元
本

の
返
済
金
な
ど
を
経
理
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、
建
設
改
良
事
業
と

し
て
、
常
盤
町
地
区
の
雨
水
管
を
新
設
し

た
ほ
か
、
同
地
区
の
汚
水
管
を
改
築
・
更

新
す
る
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
設
備

の
更
新
工
事
を
実
施
し
た
ほ
か
、
富
岸
町

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
『
下
水
道
事

　
下
水
道
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
経
営

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
広
報
紙
な
ど
で
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
下
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
経
営
戦
略
』
で
は
、
令
和
３
年
度
以
降

に
、
資
本
的
収
支
で
生
じ
る
不
足
額
を
内

部
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
資
金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と

な
っ
た
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら

下
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
30
年
度
下
水
道
事
業

決
算
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
支
の
営
業

損
益
は
赤
字
と
な
っ
た
も
の
の
、
経
常
損

益
は
黒
字
と
な
り
、
最
終
的
な
経
営
成
績

を
示
す
純
損
益
も
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
平
成
29
年
度

以
前
と
同
様
に
、
収
入
と
支
出
の
差
引
で

生
じ
た
資
金
不
足
を
、
収
益
的
収
支
で
生

じ
た
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
平
成
30
年
度
時
点
に
お
け

る
補
て
ん
財
源
の
残
高
は
２
億
１
千
364
万

円
と
な
り
、
経
営
戦
略
策
定
時
に
お
け
る

使
用
料
改
定
前
の
見
込
み
を
１
億
２
千
600

万
円
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

登
別
市
の
下
水
道
事
業
会
計
の
資
金
不
足

は
当
面
避
け
ら
れ
る
見
通
し
で
す
が
、
今

後
も
、
人
口
減
少
な
ど
を
背
景
と
し
た
使

用
料
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
下
水
道

事
業
の
経
営
は
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い

く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
維
持
管
理
経
費
の
縮
減
や
施
設

の
効
率
的
な
整
備
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
な

る
経
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
☎
�
９
０
５
２
）

工事の一例

資本的収支の決算状況（単位：万円）
項　　目 金　　額

資本的収入 121,473
企業債 86,990
金融機関などからの借入金 86,990

負担金及び分担金 3,735
利用者からの負担金など 3,107
一般会計からの負担金 628

補助金 30,748
国からの補助金 14,778
一般会計からの補助金 15,970

資本的支出 178,672
建設改良費 56,285
下水道管整備のための経費 41,649
浄化センター整備のための
経費 14,361

浄化槽整備のための経費 275
企業債償還金 122,387
借入金の返済 122,387

収支不足額 △�57,199

資
本
的
収
支
の
決
算

今
後
の
見
通
し

※金額については消費税を除いています。

▲�合併処理浄化槽新設工事

◀�常盤町での雨水管新設工事
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○初任給� （４月１日現在）
区分 登別市 国
大学卒 180,700円 180,700円
高校卒 148,600円 148,600円

○経験年数別・学歴別平均給料月額�（４月１日現在）
区分 10年以上

15年未満
15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

大学卒 264,637円 310,488円 357,007円
高校卒 230,450円 290,600円 321,167円

○退職手当� （４月１日現在）

区分 登別市 国自己都合退職 勧奨・定年退職
勤続20年 19.670月分 24.587月分

同じ勤続25年 28.040月分 33.271月分
勤続35年 39.758月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

○嘱託員・臨時職員人件費� （平成30年度全会計決算）
給料・手当 社会保険など 計
679,009千円 100,430千円 779,439千円

○職員人件費� （平成30年度全会計決算）

職員数
（人）

人件費（千円） 一人当た
りの人件
費（千円）給料 期末・　

勤勉手当
左記以外
の手当

共済費
など　 計

432 1,526,643 607,419 749,725 514,457 3,398,244 6,872

総括

平均給与・初任給など

各種手当

※�『人件費』は、市長・副市長・教育長を含み、嘱託員、臨時
職員、議員、各種委員は除く。
※�『一人当たりの人件費』は、退職手当や市長・副市長・教育
長の給与は除く。

○期末・勤勉手当� （４月１日現在）
区分 登別市 国
６月期

期末
1.3月分
（1.1月分） 勤勉

0.925月分
（1.125月分）

同じ12月期 1.3月分
（1.1月分）

0.925月分
（1.125月分）

計 4.45月分
※�（　）は職務の給が７級の職員（特定管理職員）に適用され
ます。
※職務の級などによる加算措置があります。

※�『平均給料月額』は、基本給の月額平均。
※�『平均給与月額』は、給料と各種手当を合計した月額平均。

○年齢と給料・給与の平均� （４月１日現在）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 39歳４カ月 288,412円 346,666円
技能労務職 52歳０カ月 336,250円 377,957円

※再任用職員、任期付職員は除く。
※『給料月額』は、平成30年４月１日時点の基本給の月額平均。
※『年間の総収入』は、給料と各種手当を合計した年額平均。

○職位ごとの給与などの平均� （平成30年度実績）
区分 給料月額 年間の総収入
部長職 428,240円 8,305,894円
次長職 400,236円 7,716,396円
主幹職 375,943円 7,272,626円
主査職 332,681円 6,561,987円
主任 274,103円 5,249,565円
担当員 205,060円 3,577,121円

※�期末手当は、６月期・12月期ともに2.225月分を支給。
※千円未満切り捨て。

○特別職などの報酬� （４月１日現在）
区分 月額 年間の総額

給料
市長 870,000円 15,004,000円
副市長 700,000円 12,094,000円
教育長 600,000円 10,383,000円

報酬
議長 400,000円 　6,847,000円
副議長 350,000円 　5,991,000円
議員 320,000円 　5,477,000円

※�このほか、地域手当や夜勤手当、休日給、寒冷地手当、宿日
直手当、単身赴任手当、災害派遣手当、管理職員特別勤務手
当があります。

○その他の手当� （４月１日現在）
手当名 内容と単価

扶養手当
配偶者　6,500円　子　10,000円　父母など　6,500円
※�満16歳になった年の年度初めから満22歳になっ
た年の年度末までの子一人当たりの加算額　�
5,000円

住居手当
借家　限度額　27,000円
持家（５年目まで）6,000円　
持家（６年目以降）5,000円

通勤手当 バスなどの利用者　限度額　55,000円
自家用車などの利用者　限度額　31,600円

管理職
手当

部長職　56,714円　部長職（再任用）49,952円
次長職　45,636円　次長職（再任用）37,812円
主幹職　36,550円　主幹職（再任用）28,970円

特殊勤務
手当

従事する勤務（徴収・消防・ごみ取扱業務など15
種類）の特殊性に応じて支給

○超過勤務手当
区分 平成29年度決算 平成30年度決算

支給実績 110,843千円 110,442千円
平均支給年額 313千円 308千円

　
市
職
員
の
給
与
は
『
登
別
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
』
な
ど
に
基
づ
き
、
そ
の
職
務
と
責
任

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
給
料
と
扶
養
手
当
・
通
勤

手
当
な
ど
の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
給
与
の
改
定
は
、
国
の
人
事
院
勧
告
に

準
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
（
毎
年
度
、
人
事
院
が
国

家
公
務
員
の
給
与
を
民
間
の
給
与
水
準
と
均
衡
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
勧
告
に
基
づ
き
、
改
定

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

　
今
号
で
は
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
な
ど
を

�

公
表
し
ま
す
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　職員は、地方公務員法で全体の奉仕者として公共の利益
のために勤務し、職務に専念すること（服務の根本基準）
が義務付けられており、このほかに『法令等及び上司の職
務上の命令に従う義務』、『信用失墜行為の禁止』などが
課せられています。
　この服務規程に違反した場合は、懲戒処分の対象となる
ほか、状況によっては刑罰の対象になる場合があります。
　市は、交通事故防止や選挙時の服務規律の遵守など、機
会のあるごとに職員に周知をしています。

○分限処分
内容 事　由 該当職員数 処分の根拠法など
休職 心身の故障のため ４人 地方公務員法

○その他の処分
処分の種類 処分事案数 人数 処分の根拠法など

戒告 １件 １人
職員の懲戒処分並び
に訓告及び厳重注意
の措置に関する基準

○健康診断受診状況
健康診断の種類 対象者数 受診者数
総合健康診査 280人 276人
定期健康診断 159人 159人

○公務災害補償制度の適用状況
適用件数 １件

○職員の任免� （４月１日現在）
区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
年度中の
新規採用者 19人 13人 18人 23人 36人
年度中の
退職者 26人 28人 19人 26人

○退職者の再就職状況
退職時
の年齢

退職時の
所属・職名 退職日 再就職

（予定）日
再就職先
の業種　

再就職先に
おける地位

62歳 総務部
主幹職

平成31年
３月31日

平成31年
４月１日 観光業 事務局

次長
62歳 保健福祉

部部長職
平成31年
３月31日

平成31年
４月１日 商工業 参与

62歳 議会事務
局部長職

平成31年
３月31日

平成31年
４月１日

職業・教育
支援業 事務局長

60歳 消防署
主幹職

平成31年
３月31日

平成31年
４月１日 人材派遣業 臨時職員

60歳 消防署
主幹職

平成31年
３月31日

平成31年
４月１日 人材派遣業 臨時職員

○一般行政職の級別職員数� （４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
標準的な
職務内容 担当員担当員 主任 主査 主幹 次長 部長

職員数 41人 27人 61人 68人 44人 11人 ８人
構成比 15.8㌫ 10.4㌫ 23.5㌫ 26.2㌫ 16.9㌫ 4.2㌫ 3.1㌫

職員の福祉および利益の保護の状況

分限処分

職員数

※�『ラスパイレス指数』とは、国家公務員の給与水準を100と
した場合の地方公務員の給与水準を示す指数。

○部門別職員数� （４月１日現在）
区分 職員数 対前年増減数平成30年 平成31年

一般行
政部門

議 会 ５人 ５人
総 務 企 画 78人 86人 ８人
税 務 22人 23人 １人
民 生 73人 75人 ２人
衛 生 23人 22人 △１人
労 働 １人 １人
農 林 水 産 ５人 ５人
商 工 15人 14人 △１人
土 木 38人 38人
小　計 260人 269人 ９人

特別行
政部門

教 育 32人 31人 △１人
消 防 88人 84人 △４人
小　計 120人 115人 △５人

普通会計合計 380人 384人 ４人
公営企
業等会
計部門

水 道 15人 15人
下 水 道 12人 11人 △１人
そ の 他 25人 26人 １人
小　計 52人 52人

総　合　計 432人 436人 ４人
※�市長、副市長、教育長、再任用短時間勤務職員、任期付短時
間勤務職員は除く。

� （４月１日現在）

全国市平均

98.5

88.0
90.0
92.0
94.0
96.0
98.0
100.0 99.1

97.5 97.2
95.5 96.0

類似団体平均 登別市

平成25年
平成30年

○職員の研修状況� （延べ人数）
基本研修 特別研修 自己啓発 計

受講者数 317人 642人 31人 990人

市職員の給与などを
　　　　公表します

◎ラスパイレス指数

人
事
評
価
の
状
況

勤
務
条
件
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

　
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
２
）

　
職
員
個
々
の
能
力
や
実
績
な
ど
を

的
確
に
把
握
し
て
、
適
材
適
所
の
人

事
配
置
や
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
給
与
処

遇
を
実
現
し
、
公
務
能
率
を
高
め
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
人
事
評
価
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
評
価
の
結
果
は
、
６
月
と
12

月
に
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
に
反
映

し
て
い
る
ほ
か
、
２
０
１
９
年
１
月

か
ら
昇
給
に
も
反
映
し
て
い
ま
す
。

▼�

勤
務
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
９
時
～
17
時
30
分
ま
で

（
勤
務
時
間
が
変
則
の
勤
務
者
は
、

一
日
に
つ
き
７
時
間
45
分
と
な
る

よ
う
に
割
り
振
る
）

▼
休
憩
時
間
　
12
時
15
分
～
13
時

▼�

休
日
な
ど
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

法
に
よ
る
休
日
、
年
末
年
始
の
休

日
（
12
月
31
日
～
翌
年
１
月
５
日
）

▼�

休
暇
の
種
類
　
年
次
有
給
休
暇
、

病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
、
介
護
休

暇
（
給
与
減
額
あ
り
）
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

登別アカシアクラブ
市
が
主
催
し
た
『
健
康
ス
ポ
ー
ツ

教
室
』
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
受
講

し
た
方
た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た

『
登
別
ア
カ
シ
ア
ク
ラ
ブ
』
は
、
今

年
で
42
年
目
を
迎
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
30
代
か
ら

70
代
ま
で
の
男
女
25
人
。
毎
週
月
・

木
曜
日
の
10
時
か
ら
15
時
ま
で
、
総

合
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
対
戦
相
手

と
の
駆
け
引
き
が
重
要
な
競
技
で
も

あ
る
の
で
、
打
ち
方
や
戦
術
を
メ
ン

バ
ー
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
て

上
達
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話
す

の
は
、
ク
ラ
ブ
創
設
者
で
あ
り
、
現

在
は
代
表
を
務
め
る
岸き

し

谷や

敏と
し

子こ

さ
ん
。

い
つ
も
軽
く
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
し
た
後
、
試
合
形
式
の
練
習
を
重

ね
て
い
る
と
い
う
岸
谷
さ
ん
は
「
運

動
不
足
の
解
消
は
も
ち
ろ
ん
、
全
道
・

全
国
大
会
へ
の
出
場
に
向
け
て
取
り

組
む
方
も
い
ま
す
。
自
分
の
目
標
や

技
量
に
あ
っ
た
練
習
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
無
理
な
く
競
技
に
取

り
組
め
ま
す
よ
」
と
魅
力
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

６
月
に
入
会
し
た
と
い
う
厚あ

つ

谷や

道み
ち

代よ

さ
ん
は
「
入
会
し
て
い
た
友
人
に

勧
め
ら
れ
て
、
私
も
入
会
を
決
め
ま

し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
楽
し
く
活
動
で
き
、
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
交
流

す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

初
心
者
・
未
経
験
者
も
大
歓
迎
の

『
登
別
ア
カ
シ
ア
ク
ラ
ブ
』
。
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
は
代
表
の
岸
谷
さ

ん
（
☎
090

－

１
３
８
１

－

９
５
９
２
）

ま
で
。

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
80
回

　
年
間
平
均
降
水
量
が
１
千
800
㍉
㍍
を
超
え

る
登
別
市
は
、
道
内
の
他
市
町
村
と
比
較
し

て
も
、
雨
が
多
い
地
域
で
す
。

　
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
危
険

性
を
い
ち
早
く
把
握
す
る
た
め
の
手
段
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
気
象
情
報
に
注
意
し
、
早
め
の
避
難
を

　
雨
が
長
く
降
り
続
い
た
り
、
激
し
く
降
っ

て
い
る
と
き
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

気
象
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
最
新
の
気

象
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
市
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
地
域

に
対
し
て
、
５
段
階
の
『
警
戒
レ
ベ
ル
』
で
、

と
る
べ
き
行
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
毎
年
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

台
風
や
前
線
の
影
響
に
よ
り
降
水
量
が
増
加

し
、
数
多
く
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
が
け
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど

に
よ
っ
て
多
く
の
人
命
や
財
産
を
一
瞬
に
し

て
奪
う
『
土
砂
災
害
』
。
自
ら
の
命
を
守
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
重
要
か
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
３
０
）

▲�ダブルスを組んで軽快な打ち合いを見
せるメンバー

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
速
や
か
に
避
難
行

動
を
と
れ
る
よ
う
、
警
戒
レ
ベ
ル
な
ど
を
家

族
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

◎警戒レベルに応じた避難行動など
警戒レベル 避難行動など 防災気象情報など

5 命を守るための最善の行動をとってく
ださい すでに災害が発生

4 災害が発生する恐れが極めて高い状況
です。速やかに避難してください

土砂災害警戒情報、は
ん濫危険情報など

3 避難の準備を整え、避難に時間を要す
る方は避難を開始してください

大雨警報（土砂災害）、
はん濫警戒情報など

2 避難に備え、避難行動を確認してくだ
さい

大雨注意報、はん濫注
意情報など

1 気象情報をこまめに確認し、災害への
心構えを高めましょう

早期注意情報（警報級
の可能性）など

バドミントンで、楽しく
良い汗をかきませんか
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巡回日のお知らせ
令和元年10月～令和２年３月
月/日 ステーション名 時　間 月/日 ステーション名 時　間

10/2,10/16
11/6,11/20
12/4,12/18
1/8,1/22
2/5,2/19
3/4,3/18

（第１・第３水曜日）

富岸青少年会館駐車場 10：45～11：45
10/9,10/23
11/13,11/27
12/11,12/25
1/15,1/29
2/12,2/26
3/11,3/25

（第２・第４水曜日）

特定施設ケアハウス「アンデルセンの丘」駐車場 11：30～12：00

美園町６丁目32（星さん宅向かい） 13：10～13：40 白菊幼稚園前 13：55～14：25

美園町５丁目（東橋付近） 13：50～14：10 桜木団地６号棟横 14：30～15：00

まいどどーもです前 14：20～14：50 かえで公園前 15：05～15：30

「グループホームあいあい」向かい駐車場 15：00～15：30 幌別西団地62共1横 15：35～15：55

いなほ公園横 15：40～16：00

10/3,10/17
11/7,11/21
12/5,12/19
1/9,1/23
2/6,2/20
3/5,3/19

（第１・第３木曜日）

新生団地付近 10：15～10：45
10/10,10/24
11/14,11/28
12/12,12/26
1/16,1/30
2/13,2/27
3/12,3/26

（第２・第４木曜日）

幌別東団地（ソーダ工場バス停付近） 10：40～11：00

特別養護老人ホーム「わかくさ」駐車場 10：55～11：30 すずらん公園前 11：10～11：40

コープさっぽろしがイースト店駐車場 11：40～12：00 登別東町1丁目14（旧登別保育所） 13：45～14：15

若草町３丁目20（塚田さん宅前） 13：50～14：20 汐見坂バス停横 14：25～15：00

武田商店前 14：30～15：10 登別東町団地Ａ棟前 15：10～15：50

新生町５丁目５（旧伊岐見商店）15：20～16：00

10/4,10/18
11/1,11/15
12/6,12/20
1/10,1/24
2/7,2/21
3/6

（第１・第３金曜日）

楡の木公園横 10：10～10：40 10/11,10/25
11/8,11/22
12/13,12/27
1/17,1/31
2/14,2/28
3/13,3/27

（第２・第４金曜日）

登別児童館前 11：30～12：00

栄町１丁目広場前 10：50～11：20 相原商店前 13：55～14：35

道営住宅登別西団地Ｃ棟 13：45～14：15 老人憩の家「芙蓉の家」前 14：45～15：15

老人憩の家「恵和園」前 14：25～14：55 富浦児童館前 15：30～15：50

リリー文化幼稚園前 15：05～15：40

10/5,10/19
11/2,11/16
12/7,12/21
1/11,1/25
2/1,2/15
3/7,3/21

（第１・第３土曜日）

特別養護老人ホーム「わかくさ」駐車場 10：10～10：40

10/12,10/26
11/9

12/14,12/28
1/18

2/8,2/22
3/14,3/28

（第２・第４土曜日）

湯元オロフレ荘前 10：25～10：55

武田商店前 10：50～11：20 禅林寺駐車場 11：25～11：45

新生町５丁目５（旧伊岐見商店）11：30～12：00 ファミリーマート中登別店駐車場 13：10～13：30

あかしや団地 13：10～13：40 登別東町団地Ａ棟前 13：45～14：05

老人憩の家「若山の家」裏 13：50～14：30 登別公民館前 14：15～14：35

汐平広場前 14：40～15：05 桜木広場横 15：05～15：25

富浜広場前 15：15～15：35

富浜児童館前 15：40～16：00

○�図書は一人につき10冊まで借りられます
○�借りた図書は、次の巡回日にお返しください
○�図書の返却は、市立図書館・市立図書館アーニ
ス分館・各配本所でも受け付けます

○�悪天候の日は、巡回を中止することがあります
○�市立図書館の図書も借りられます。こぐま号に
備え付けの予約票または電話で市立図書館（☎
�４３２４）へ申し込みください

移動図書館

こぐま号
こぐま号を利用する方へ
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中
なか

澤
ざわ

 文
ふみ

隆
たか

さん�（緑町）

高齢者虐待に関する相談窓口

こんな場合はすぐに相談を
●高齢の方�
・�つらかったり、不満に感じていることがある
・家族や親族などから暴言をはかれている
・�自分の資産を同意なく使われている� など

●介護している方�
・私ばかり、介護の負担が大きい
・�年金や預貯金を本人の同意なく、使ってしま
う

・�認知症が進み、思うように動けないことはわ
かっているが、つい怒ってしまう� など

●地域の皆さん�
・�高齢者がいるお宅から頻繁に怒鳴り声が聞こ
えてくる

・�高齢者が家族や親族などから嫌がらせを受け
ていると聞いた� など

○高齢・介護グループ（中央町６丁目11）
� ☎�５７２０
　※�夜間、土・日曜日、祝日などは市役所当直
（☎�２１１１）にお掛けください。

○地域包括支援センター
　・あおい（愛桜）（登別東町３丁目１－２）
� ☎�０５１１
　・ゆのか（片倉町６丁目９－１）
� ☎�２１０６
　・「けいあい」（鷲別町２丁目32－１）
� ☎�５００５

STOP

虐
待
は
暴
力
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

高
齢
者
虐
待

虐
待
は
身
近
な
と
こ
ろ
で

　
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
『
高
齢
者
虐
待
』
。
登
別
市
に
お

い
て
も
、
例
外
で
は
な
く
、
平
成
30

年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
・
通
報
件

数
は
、
12
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
か
ら
自
分
の
意
志
を
尊
重
さ

れ
な
が
ら
、
尊
厳
を
も
っ
て
自
分
ら

し
く
生
活
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
望

む
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
現
実
に
高
齢
の
方
の
人

権
を
侵
害
す
る
『
高
齢
者
虐
待
』
が

市
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
性
的
虐
待

・�

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ

せ
た
り
す
る
　

・�

裸
に
し
て
放
置
す
る�

な
ど

◆
経
済
的
虐
待

・�

年
金
や
預
貯
金
を
勝
手
に
使
う

・�

生
活
に
必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
、

使
わ
せ
な
い�

な
ど

高
齢
の
方
を
苦
し
ま
せ
る
こ
と
も
含

ま
れ
ま
す
。

◆
身
体
的
虐
待

・�

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る

な
ど
の
暴
行
を
加
え
る

・�

身
体
を
拘
束
す
る�

な
ど

◆�

介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）

・�

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
を
さ
せ

な
い

・�

治
療
が
必
要
な
の
に
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い�

な
ど

◆�

心
理
的
虐
待

・�

怒
鳴
っ
た
り
悪
口
を
言
う

・�

排
泄
の
失
敗
を
人
前
で
話
し
、
恥

を
か
か
せ
る�

な
ど

　
『
高
齢
者
虐
待
』
と
は
、
家
族
や

親
族
、
養
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
が
、

高
齢
の
方
に
対
し
て
行
う
暴
力
的
な

行
為
や
無
視
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
を

い
い
、
身
体
へ
の
直
接
的
な
暴
力
だ

け
で
は
な
く
、
心
理
的
・
経
済
的
に

　
虐
待
の
多
く
は
家
庭
内
で
起
き
て

い
ま
す
。

　
高
齢
の
方
と
暮
ら
す
家
族
や
親
族

が
、
本
人
の
た
め
を
思
っ
て
言
っ
た

言
葉
が
虐
待
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

家
族
間
の
些
細
な
ト
ラ
ブ
ル
や
困
り

事
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
お
互
い

が
自
覚
の
な
い
ま
ま
虐
待
に
進
展
し

て
し
ま
っ
た
り
、
介
護
な
ど
の
日
常

生
活
の
不
安
に
つ
い
て
相
談
が
で
き

ず
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
『
高
齢
者
虐
待
』
の
防
止
に
は
、

速
や
か
な
相
談
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

見
守
り
が
必
要
で
す
。

　
身
の
回
り
で
少
し
で
も
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
高
齢
・
介

護
グ
ル
ー
プ
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
・
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
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「
ま
さ
か
自
分
が
と
い
う
の
が
、
正

直
な
気
持
ち
で
し
た
。
実
際
に
自
分
の

作
品
が
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示

さ
れ
て
い
た
り
、
周
り
の
方
に
祝
っ
て

い
た
だ
い
た
り
し
て
、
よ
う
や
く
実
感

が
湧
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
る
中
澤
さ
ん
。

定
年
退
職
を
迎
え
た
こ
と
で
う
ま
れ

た
時
間
を
油
絵
の
創
作
に
あ
て
て
き
た

と
い
う
中
澤
さ
ん
は
、
平
成
27
年
、
全

道
展
に
初
応
募
。
入
選
と
い
う
結
果
に

う
れ
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
、
毎
年
応
募
を
続
け
、

５
年
目
と
な
っ
た
今
年
、
目
標
と
し
て

い
た
全
道
美
術
協
会
賞
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

「
使
用
す
る
画
材
だ
け
で
か
な
り
の

負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
私
の
場

合
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
ベ
ニ
ア
板

と
木
材
を
買
っ
て
き
て
、
絵
を
描
く
キ

ャ
ン
バ
ス
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め

ま
す
」
と
創
作
活
動
を
笑
顔
で
教
え
て

く
れ
た
中
澤
さ
ん
。

「
自
宅
の
車
庫
を
ア
ト
リ
エ
に
し
て
、

こ
れ
ま
で
130
号
（
横
１
・
94
㍍
、
縦
１
・

62
㍍
）
と
い
う
サ
イ
ズ
の
作
品
を
多
く

描
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
作
品

は
は
る
か
に
大
き
い
200
号
（
横
２
・
59

㍍
、
縦
１
・
94
㍍
）
。
知
り
合
い
が
描

い
た
作
品
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
全
道
美
術
協
会
賞

受
賞
者
の
作
品
と
し
て
見
ら
れ
、
光
栄

で
あ
る
と
同
時
に
、
重
圧
も
あ
り
ま
す
」

と
い
う
中
澤
さ
ん
は
、
す
で
に
新
た
な

作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
芸
術

に
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
能
な
限
り

創
作
活
動
を
続
け
、
違
う
世
界
観
の
作

品
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
る
中
澤
さ
ん
は
、
今
日
も

キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
い
、
新
た
な
世
界

の
創
出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

私
も
描
い
て
み
た
い
と
初
め
て
の
挑
戦

で
し
た
。
実
際
の
大
き
さ
よ
り
も
何
倍

も
広
く
感
じ
、
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
不
安
な
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

完
成
ま
で
に
約
８
カ
月
、
そ
の
分
、
出

来
上
が
っ
た
と
き
の
喜
び
は
、
ひ
と
し

お
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

挑
戦
の
先
に

無
限
に
広
が
る
世
界

昭和26年、室蘭市生まれ。68歳。
結婚後、登別市に転入。幼少期から水彩画を始め、20代で油絵
に初挑戦。子どもの頃に身近にあった『工場』や『パイプ管』
を題材にした作品を多く手掛ける。室蘭美術協会事務局次長。

▲�『第74回全道展』で全道美術協会賞に選ば
れた中澤さんの作品『P

パ イ プ

ipe・W
ワ ー ク

ork・t
テ ン

en』

　北海道で開催される多くの美術公募展の
中でも有数の歴史と規模を誇る『全道展』。
令和元年６月の『第74回全道展』において、
中澤文隆さんは、最高賞となる全道美術協
会賞に輝きました。今号では、新たな作品
に挑戦しつづける中澤文隆さんに、創作活
動に対する思いについて伺いました。

中
なか

澤
ざわ

 文
ふみ

隆
たか

さん�（緑町）

終わりのない創作活動
に向かう毎日
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8
�23～25

　
８
月
23
日
㈮
か
ら
25
日
㈰
、
登
別
温
泉
街
で
、
『
第
56
回
登

別
地
獄
ま
つ
り
』
（
市
、
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
３
日
間
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
。
天
候

に
恵
ま
れ
、
国
内
外
か
ら
約
６
万
５
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
オ
ニ
ッ
コ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
や
和
太
鼓
、
熊

舞
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
年
に
一
度
、
エ
ン
マ

大
王
が
表
情
を
変
え
な
が
ら
温
泉
街
を
練
り
歩
く
『
エ
ン
マ
大

王
か
ら
く
り
山だ

車し

』
、
重
さ
約
１
㌧
に
も
な
る
み
こ
し
を
若
者

た
ち
が
担
ぐ
『
鬼
み
こ
し
暴
れ
練
り
こ
み
』
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

迫
力
満
点
の
催
し
の
数
々
に
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
25
日
㈰
に
行
わ
れ
た
『
鬼
踊
り
大だ

い

群ぐ
ん

舞ぶ

』
に
は
、
観
光
客
や

市
内
の
町
内
会
の
方
な
ど
、
総
勢
約
１
千
人
が
法は

っ

被ぴ

や
鬼
の
お

面
な
ど
を
着
用
し
て
参
加
。
軽
快
な
お
は
や
し
に
合
わ
せ
た
熱

気
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
極
楽
通
り
を
埋
め
尽
く
し
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

第56回登別地獄まつり

登別の夏を彩る
一大イベント

全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
の
ぼ
り
べ
つ

　
８
月
18
日
㈰
か
ら
23
日
㈮
の
６
日
間
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
ト
ヨ
タ
車
体
ク
イ
ン
シ
ー
ズ
』
が
Ｖ

リ
ー
グ
で
の
優
勝
に
向
け
た
強
化
合
宿
を
市
内
で
行
い

ま
し
た
。

　
愛
知
県
刈
谷
市
を
本
拠
地
に
活
躍
す
る
同
チ
ー
ム
は
、

夏
季
の
快
適
な
合
宿
地
と
し
て
、
登
別
市
を
選
択
。
日

本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
、
技
術

や
体
力
、
チ
ー
ム
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
は
、
紅
白
試
合
を
一
般
公
開
し
た
り
、
市

内
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
生
徒
に
対
す
る
バ

レ
ー
教
室
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の

交
流
も
行
わ
れ
た
今
回
。
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
、
プ

ロ
の
技
術
に
ふ
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
の
技
に
ふ
れ
る

8
� 18～23

　
８
月
26
日
㈪
か
ら
28
日
㈬
に
か
け
て
、
『
第
14
回
全

国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
の
ぼ
り
べ
つ
』
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
が
事
前
に
調
査
を
し
て
き
た
情
報
や
市
内
で
聞

き
取
り
な
ど
を
行
っ
た
情
報
を
も
と
に
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
可
能
性
を
提
言
す
る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

　
今
回
は
、
日
本
各
地
８
つ
の
大
学
に
通
う
学
生
約
120

人
に
加
え
、
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
の
学
生

も
参
加
し
、
「
今
こ
そ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
『
全
市

観
光
』
の
構
築
を
！
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
全
市
観

光
に
つ
な
が
る
柔
軟
な
発
想
を
発
表
し
合
い
、
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
新
た
な
視
点
を

▲�多くの参加者を前に、まちづくりの提言を発表する学生

▲�西陵中学校の体育館でプロ選手から指導を受ける生徒8
� 26～28

ト
ヨ
タ
車
体
ク
イ
ン
シ
ー
ズ
の
強
化
合
宿

▲�子どもから大人まで、幅広い世代が楽しんだ『鬼踊り大
だい

群
ぐん

舞
ぶ

』

▲�高さ約６㍍にもなる『エンマ大王からくり山
だ

車
し

』
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９
月
１
日
㈰
、
幌
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
『
令

和
元
年
度
登
別
市
消
防
訓
練
大
会
』
（
市
・
市
消
防
本

部
・
市
消
防
署
・
市
消
防
団
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
消
防
団
員
の
技
術

向
上
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
。
市
内
７
分
団
80
人
の
団
員
が
参

加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
行
わ
れ
た
の
は
女
性
分
団
に
よ
る
訓
練
展

示
と
６
分
団
対
抗
で
の
技
術
応
用
訓
練
。
応
用
訓
練
で

は
火
災
出
動
の
準
備
か
ら
放
水
、
消
火
ま
で
の
火
災
現

場
で
の
活
動
を
想
定
し
、
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い
合
い
、

今
年
度
は
鷲
別
分
団
が
優
勝
し
た
ほ
か
、
個
人
賞
と
し

て
５
人
の
団
員
が
優
秀
賞
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
の
２
日
間
、
市
役
所
前
の
道

道
弁
景
幌
別
線
約
350
㍍
を
会
場
に
『
第
31
回
幌
別
地
区

手
づ
く
り
祭
り
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
は
残
り
少
な
い
夏
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
姉
妹
都
市
・
宮
城

県
白
石
市
と
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
観
光
物
産
展
も
行

わ
れ
た
同
会
場
。
多
く
の
市
民
が
、
白
石
市
の
『
う
ー

め
ん
』
や
海
老
名
市
の
『
い
ち
ご
わ
い
ん
』
な
ど
、
普

段
口
に
す
る
機
会
の
少
な
い
姉
妹
都
市
の
『
味
』
を
買

い
求
め
る
な
ど
、
姉
妹
都
市
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

訓
練
の
成
果
を
競
う

普
段
と
は
一
味
違
う
町
並
み

9
� 1

9
� ７・8

▲�牛乳で作る『レモンラッシー風ドリンク』の作り方を教わ
る児童たち

▲�道内各地から里親や児童相談所の職員など約160人が参加し
た式典

▲�女性分団による軽可搬ポンプ操法の訓練展示

▲�天気にも恵まれ、子どもから大人まで多くの人でにぎわった会場

9
� 8

令
和
元
年
度
登
別
市
消
防
訓
練
大
会

　

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
　

第
31
回
幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭
り

9
� 3

　９月３日㈫、幌別東小学校で『食育セミナー出
前講座』（市主催）を開催しました。
　株式会社明治の栄養士が、同校の児童４～６年
生に『パワー！ひとくちの力～すすんで運動、し
っかり食べよう！～』をテーマとして話した同講
座。児童たちはイラストを使った説明や出題され
るクイズなどで、成長にはバランスの良い食事や
運動が大切なこと、牛乳には成長に欠かせないカ
ルシウムが豊富に含まれることを学び、実習では
牛乳が苦手でも飲みやすいように工夫されたドリ
ンク作りが紹介されました。また、同日１～３年
生を対象に『なるほど！がいっぱいみるく教室』
も開催されて、早寝早起きや朝食の大切さなどの
話に真剣に聞き入っていました。

　９月８日㈰、登別万世閣で、児童福祉の向上を
目的とした里親研修大会（北海道、全国里親会、
北海道地区里親会連絡協議会、日胆はまなす里親
会主催）が行われました。
　胆振管内では８年ぶりの開催となった今回。長
年、里親活動に尽力してきた方の功績を称える表
彰などが行われた式典の後、参加者は、千葉明徳
短期大学教授の佐

さ

藤
とう

隆
りゅう

司
じ

さんによる特別講演など
を通して、深い愛情をもって子どもたちを養育し、
子どもたちの社会性や豊かな生活経験などを育む
『里親制度』について再確認していました。

　２０２０年登別市市制施行50周年記念　
　東京２０２０オリンピック・パラリンピック　
　登別市ホストタウンプログラム　　　　　　　
食育セミナー出前授業

令和元年度北海道里親研修大会
全国里親会北海道地区里親研修大会

体の成長に大切なこと

子どもたちの未来を考える
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

１１月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０2００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

国道 36号

登
別
川

登別小学校

登別中学校

通行止め区間

既通行止め区間
（開通時期未定）至

幌
別
町

至登別港
蘭法華
トンネル

　
道
路
に
穴
が
開
い
て
い
る
、
排
水

溝
の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
道

路
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
と
き
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
○
平
日
　
土
木
・
公

園
Ｇ
（
☎
�
３
２
６
０
）
○
夜
間
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
　
市
役

所
当
直
（
☎
�
２
１
１
１
）

　
不
正
軽
油
に
つ
い
て
見
た
り
、
聞

い
た
り
し
た
と
き
は
、
『
不
正
軽
油

110
番
』
（
☎
０
８
０
０

－

８
０
０
２

－

110
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
課

税
課
（
☎
�
９
５
８
２
）

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

３
期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通

徴
収
第
５
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
第
４
期
）
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
４
期
）
の

納
期
限
は
10
月
31
日
㈭
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
北
海
道
で
は
、
不
正
軽
油
（
脱
税

を
目
的
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た
軽

油
な
ど
の
こ
と
）
を
「
作
ら
な

い
」
・
「
売
ら
な
い
」
・
「
買
わ
な

い
」
・
「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

関
係
団
体
と
共
に
不
正
軽
油
撲
滅
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
23
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�
情
報
伝
達
訓
練
と
し
て
、
定
期
的

に
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
台
風
や
秋
雨
前
線
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
幌
別
ダ
ム
が
増
水
し
た
と
き

に
は
、
水
を
放
流
し
て
水
位
の
調
整

を
行
う
た
め
、
放
流
中
は
胆
振
幌
別�

川
の
水
位
が
上
昇
し
ま
す
。
放
流
の

際
に
は
、
ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
や
警

報
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

※�

10
月
23
日
㈬
か
ら
25
日
㈮
ま
で
、

放
流
警
報
装
置
の
点
検
の
た
め
、

サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

※�

市
が
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
と
は
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
企
業
局
室
蘭

地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所

（
☎
�
２
８
２
１
）

道
路
の
異
常
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

10
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

胆
振
幌
別
川
の
水
位
の

上
昇
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

地　区 収集期間 申込期間

若草町３・４丁目 11月４日㈪～
11月９日㈯　

10月21日㈪～
11月１日㈮　

新生町５・６丁目、
若草町５・６丁目、
上鷲別町

11月11日㈪～
11月16日㈯　

10月28日㈪～
11月８日㈮　

若草町１・２丁目 11月18日㈪～
11月23日㈯　

11月５日㈫～
11月15日㈮　

新生町３・４丁目 11月25日㈪～
11月30日㈯　

11月11日㈪～
11月22日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

道道登別港線の通行止めについて
　昨年８・９月、低気圧による高波で被害を受け
た登別海岸護岸の復旧工事のため、道道登別港線
が通行止めとなります。ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
場�所　蘭法華トンネル（富浦町２丁目）から北海
道コンクリート工業株式会社入り口手前（港町
２丁目）まで

期間（予定）　10月７日㈪～令和２年３月23日㈪
内容　終日全面通行止め
問�い合わせ　胆振総合振興局室蘭建設管理部登別
出張所（☎�２３１１）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



写真で語る昔の
審�

査
内
容
　
各
会
計
決
算
及
び
土
地

開
発
基
金
の
運
用
状
況
審
査
、
財

政
健
全
化
及
び
経
営
健
全
化
審
査
、

公
営
企
業
会
計
決
算
審
査

審�

査
執
行
者
　
登
別
市
監
査
委
員
・

石い
し

山や
ま

正ま
さ

志し

、
辻つ

じ

弘ひ
ろ

之し

審�

査
期
間
　
６
月
３
日
㈪
～
８
月
19

日
㈪

※�

決
算
審
査
意
見
書
は
、
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

　
火
災
は
、
火
気
器
具
を
使
用
す
る

機
会
の
多
い
10
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
で
の
出
火
を
防
ぐ
た
め
『
住

宅
防
火
、
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
』
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
監
査
委
員
事
務
局

�

（
☎
�
９
２
３
０
）

②�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

④�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤�

寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用

す
る

⑥�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る

⑦�

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問�

い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
９
６
１
１
）

　
年
金
受
給
者
の
方
の
う
ち
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
給
付
し

ま
す
。
給
付
金
は
、
申
請
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　

①�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
収
入
額

と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
88

万
円
以
下
の
方
の
う
ち
、
世
帯
員

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方

②�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
前
年
の

所
得
額
が
約
462
万
円
以
下
の
方

手
続
方
法
　

○�

４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
…
日
本
年
金
機
構
か

ら
届
く
請
求
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
ポ
ス
ト
に
投
函

○�

４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し

始
め
た
方
…
年
金
の
請
求
手
続
き

と
併
せ
て
、
年
金
事
務
所
か
市
役

所
で
手
続
き

※�
12
月
末
日
を
過
ぎ
て
手
続
き
を
し

た
場
合
、
令
和
２
年
２
月
分
か
ら

の
支
給
と
な
り
、
令
和
元
年
10
月

分
～
令
和
２
年
１
月
分
の
給
付
金

は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

05

－

４
０

９
２
）

　
登
別
市
総
合
計
画
・
基
本
構
想
や

第
３
期
基
本
計
画
の
着
実
な
推
進
を

図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
っ
て
、
今
後
３
年
間

（
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
）
に
お
け
る
具
体
的

な
事
業
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
施
策
の
基
本
的
な
実
行
と
適

切
な
進
行
管
理
を
図
る
た
め
、
登
別

市
総
合
計
画
第
３
期
基
本
計
画
第
２

次
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎

１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民

会
館
、
し
ん
た
21
、
市
立
図
書
館
、

市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
る

ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
２
）

平
成
30
年
度
決
算
審
査
結
果

を
公
表
し
ま
す

秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

～
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！ 

で
確
認

火
の
用
心
～

10
月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

登
別
市
総
合
計
画
第
３
期

基
本
計
画
第
２
次
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

第27回『登別町体育会館（現市
役所第２庁舎）落成式』

▲�落成から現在に至るまで、市民の生活に寄
り添ってきた『登別町体育会館（中央公民
館）』

　
登
別
町
体
育
会
館
の
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ

た
の
は
、
昭
和
38
年
10
月
４
日
。

　
『
中
央
公
民
館
』
と
し
て
多
く
の
市
民
に
愛

さ
れ
た
こ
の
建
物
に
は
、
数
部
屋
の

和
室
や
洋
室
な
ど
が
あ
り
、
当
時
は

集
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、

現
在
の
市
立
図
書
館
の
前
身
と
な
る

図
書
室
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
結
婚
式
の
会
場
と
し
て
利

用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
約
100
坪
の
広

間
は
、
昭
和
45
年
８
月
１
日
の
市
制

施
行
式
が
行
わ
れ
た
記
念
す
べ
き
場

所
で
す
。

　
昭
和
58
年
、
市
民
会
館
の
完
成
に

伴
い
、
登
別
町
体
育
会
館
（
中
央
公

民
館
）
は
、
市
役
所
第
２
庁
舎
と
し

て
そ
の
役
割
を
変
え
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

－昭和38年10月４日－

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

▲�わしべつフラワーロー
ド36号の花植え
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講
座
や

展
示
会
な
ど

㈫
ま
で
に
土
木
・
公
園
Ｇ
（
☎
�

４
１
１
５
）

ハロウィンジャンボ
宝くじ発売中

販売期限　10月18日㈮

木造住宅の耐震診断に
� 補助金を交付します

問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

補助対象の主な条件

※�この宝くじの収益金は市町村の明
るいまちづくりや環境対策、高齢
化対策などの地域住民の福祉向上
のために使われます。

　木造住宅への耐震診断実施に要す
る費用の一部を建築物の所有者に補
助します。
※�予算額を超える申し込みがあった
ときは選考を行う場合があります。
▶�補助額　補助対象費用の３分の２
（限度額５万円）
▶�申込期限　10月31日㈭
▶�申し込み　建築住宅グループに備
え付けの意向確認書に必要事項を
記入し、図面などを持参の上、同
グループに提出

・一戸建て住宅か併用住宅であること
・�地上２階建て以下の在来軸組工法であ
ること
・所有者が居住する住宅であること
・�昭和56年５月31日以前に着工した住宅
であること
・�建築基準法その他関係法令に違反がな
いこと
・市税の滞納がないこと
・�暴力団員、暴力団関係事業者でないこ
と

※�２階建て以下で延床面積が500平方㍍以下の木造住宅について、所有者または
居住者が希望するときは、北海道が無料耐震診断を実施しています。詳しくは、
胆振総合振興局建設指導課（☎�９５９４）まで問い合わせください。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
と
課
題
の
共

有
を
図
り
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、
３
つ
の
委
員
会
が
テ
ー

マ
別
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。

日�

時
（
場
所
）
　
10
月
26
日
㈯
10
時

～
（
婦
人
セ
ン
タ
ー
、
老
人
憩
の

家
『
富ふ

久く

寿じ
ゅ

園え
ん

』
）
、
14
時
～

（
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
鷲
別
公

民
館
）

テ
ー
マ
　

○�

総
務
・
教
育
委
員
会
…
『
防
災
・

減
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
』

○�

生
活
・
福
祉
委
員
会
…
『
子
育
て

の
生
活
環
境
と
高
齢
夫
婦
・
独
居

世
帯
の
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
と

は
？
』

○�

観
光
・
経
済
委
員
会
…
『
考
え
よ

う
！
〝
マ
チ
の
未コ

来ト

〟
』

※�

各
会
場
で
開
催
内
容
は
同
じ
で
す
。

※�

都
合
の
良
い
時
間
・
場
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

�

（
☎
�
９
２
２
０
）

第
13
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

日
時
　
10
月
20
日
㈰
８
時
～
９
時

※�

小
雨
決
行
。
大
雨
の
時
は
10
月
27

日
㈰
に
延
期
。

清�

掃
場
所
　
公
園
や
生
活
道
路
、
河

　
市
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
住
民
税

が
非
課
税
の
方
と
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
し
た
、
買
い
物
な
ど
に
利
用
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
、
申
請
に
関
す

る
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
で
購
入
可
能
な
方
に

対
し
て
は
、
９
月
に
『
購
入
引
換
券
』

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
申
請
締
切
日
　
12
月
30
日
㈪

※�

詳
し
く
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、

　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

と
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

改
定
後
最
低
賃
金
　
861
円
（
時
間
額
）

効�

力
発
生
日
　
令
和
元
年
10
月
３
日

㈭
問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
�
６
１
３
１
）

対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
商
工
労
政

グ
ル
ー
プ
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�

い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ
（
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
・
☎
�
６

０
０
６
）

川
敷
地
、
空
き
地
な
ど
の
公
共
の

場
所

分�

別
方
法
　
燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や

せ
な
い
ご
み
の
２
分
別
（
今
回
の

収
集
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃

や
せ
る
ご
み
、
び
ん
・
缶
は
燃
や

せ
な
い
ご
み
に
分
別
）

集�

積
場
所
　
当
日
の
９
時
ま
で
に
燃

や
せ
な
い
ご
み
の
み
を
各
町
内
会

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
積

※�

燃
や
せ
る
ご
み
は
、
各
地
区
の
収

集
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

町
内
会
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ご
み
袋
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
連
合
町
内
会

事
務
局
（
市
民
協
働
Ｇ
内
・
☎
�

１
０
７
９
）

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

～
登
別
市
連
合
町
内
会
～

登
別
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
は
お
早
め
に

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
集
や

試
験
な
ど

㈫
ま
で
に
土
木
・
公
園
Ｇ
（
☎
�

４
１
１
５
）

　
登
別
市
が
２
０
２
０
年
に
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し

て
、
婚
姻
届
・
出
生
届
の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
10
月
31
日
㈭

応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も

※�

プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、
年
齢
、
性

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
『
平
成
30
年

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
の
災
害
義

援
金
の
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

募�

集
期
間
（
変
更
後
）
　
令
和
２
年

３
月
31
日
㈫
ま
で

受�

付
方
法
　
日
本
赤
十
字
社
北
海
道

支
部
登
別
市
地
区
（
市
役
所
１
階

８
番
窓
口
）
に
持
参

※�

銀
行
振
込
で
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
支
部
登
別
市
地
区

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
１
９
１

１
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
・

出
生
届
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
災
害
義
援
金
の
募
集
期
間
を

延
長
し
ま
し
た

就職支援事業を
ご紹介します

◎就労準備支援事業（市委託事業）
　「生活リズムが崩れている」、「人とコミュニ
ケーションが図れない」などの理由により、直ち
に一般就労に就くことが困難な方を対象に、専門
的な資格をもつ支援員による生活習慣の見直しや
就労に向けた基礎的な能力を養うための訓練、ボ
ランティア活動や職場見学など、就職に向けた準
備を支援します。
▶�日時（場所）　週１回程度（職業訓練センター）
▶�問い合わせ　生活支援相談室
� （社会福祉グループ内・☎�１９１１）

◎�若年者等キャリアカウンセリング事業�
� （市委託事業）

　キャリアカウンセラーによる個別相談や就職セ
ミナーで、就職活動をしている方の不安や悩みを
解消します。相談から就職先の紹介、あっせんま
で、皆さんを力強くサポートします。
▶日時（場所）
　○�水・金曜日８時30分～17時（職業訓練セン
ター）

　○�土曜日10時～17時（地域職業相談室（アーニ
ス２階））

※�就職セミナーは、11月17日㈰、令和２年２月16
日㈰に開催予定です。今後、広報紙や市公式ウ
ェブサイトなどでお知らせします。
▶問い合わせ　登別職業訓練協会（☎�１４５０）

◎�とまこまい若者サポートステーション室蘭
地域常設サテライト（厚生労働省委託事業）

　個別相談や各種セミナー、職場見学などを通し
て、働くことに踏み出したい若者とじっくり向き
合い、職場に定着するまで全面的に支援します。
▶�日時（場所）　月～金曜日10時～17時（同室蘭
地域常設サテライト（アーニス２階））
▶�対象　原則15歳～39歳の方
▶�問い合わせ　同室蘭地域常設サテライト
� （☎㊿６１８６）

日�

時
　
10
月
16
日
㈬
10
時
～
11
時
30

分
場�

所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
（
若
山
町
２
丁
目
21
）

内�

容
　
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
に
苔
や
小
石

を
入
れ
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
楽

し
む
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ウ

シ
ト
湿
原
・
登
別
理
事
長
・
三み

澤さ
わ

由ゆ

比い

子こ

さ
ん

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
10
月
７
日
㈪
か
ら
15
日

別
、
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

デ
ザ
イ
ン
形
式
　
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

※
手
書
き
の
デ
ザ
イ
ン
は
不
可
。

審�

査
方
法
　
選
考
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
決
定

結�

果
発
表
　
市
広
報
紙
や
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
発
表

賞�

金
　
採
用
の
各
１
点
に
５
千
円

※�

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

日
時
　
10
月
31
日
㈭
14
時
～
16
時

場�

所
　
む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
３
階
（
室
蘭
市
海
岸
町
）

内�

容
　
依
存
症
に
関
す
る
知
識
と
回

復
に
向
け
た
方
法
な
ど
に
つ
い
て

の
講
演

講�

師
　
北
星
学
園
大
学
教
授
・
田た

辺な
べ

等ひ
と
しさ

ん

申�

し
込
み
　
10
月
24
日
㈭
ま
で
に
室

蘭
地
方
精
神
保
健
協
会
事
務
局

（
室
蘭
保
健
所
内
・
☎
�
９
８
４

３
・

�
１
４
４
６
）

日�

時
（
内
容
）
　
10
月
27
日
㈰
13
時

～
14
時
（
講
座
編
）
、
14
時
30
分

～
16
時
30
分
（
実
務
編
）

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

定
員
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

※�
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�
し
込
み
　
10
月
25
日
㈮
ま
で
に
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
ド
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
代
表
・
浅あ

さ

井い

さ
ん

（
☎
080

－

３
２
６
８

－
６
８
１
１
）

み
ど
り
の
講
習
会

『
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
』

令
和
元
年
度
室
蘭
地
方

精
神
保
健
協
会
講
演
会

犬
の
し
つ
け
教
室
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抽
選
日
時
　
10
月
27
日
㈰
10
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
20

歳
以
上
の
方

展�

示
品
　
自
転
車
、
テ
ー
ブ
ル
、
整

理
棚
な
ど

販�

売
価
格
　
500
円
か
ら
（
自
転
車
は

無
料
）

申�

込
期
間
　
10
月
15
日
㈫
～
25
日
㈮

　
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
と

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
７
種

類
の
助
成
事
業
で
す
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
『
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
で
は
、
住
民
が

自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
必
要
な
設

備
な
ど
の
整
備
に
関
し
て
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
金
額
　
100
万
円
～
250
万
円

申
込
期
限
　
10
月
７
日
㈪

※�

申
込
方
法
や
他
の
助
成
事
業
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
Ｇ

�

（
☎
�
１
０
７
９
）

は
５
月
で
一
度
終
了
し
ま
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
方
の
意
見
を
伺
う
た
め
、

引
き
続
き
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
方
で
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
方

活�

動
内
容
　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

募
集
期
限
　
12
月
６
日
㈮

※�

詳
し
く
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申�
し
込
み
　
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
の

窓
口
ま
た
は
同
グ
ル
ー
プ
に
電
話

か
Ｅ
メ
ー
ル
（
☎
�
３
２
３
０
・

Ｅ
メ
ー
ル
：t-seisaku@
city.no�

boribetsu.lg.jp
）

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

９
時
～
17
時
　

申�

し
込
み
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
（
一
人
１

点
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

ど
は
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
、
市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、

市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ

ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
商

工
労
政
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
る
ほ

か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
７
１
）

内
容
　

○�

消
防
設
備
士
試
験
…
甲
種
（
特
類
、

第
１
類
～
５
類
）
、
乙
種
（
第
１

類
～
７
類
）

○�

危
険
物
取
扱
者
試
験
…
甲
種
・
乙

種
（
第
１
類
～
６
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・�

書
面
…
10
月
３
日
㈭
～
10
日
㈭

・�

電
子
…
10
月
７
日
㈪
ま
で

※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
市
は
、
現
在
、
登
別
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。
市
民
会
議
の
委
員
募
集

　
技
能
検
定
は
、
産
業
界
で
活
躍
す

る
技
能
者
の
た
め
の
国
家
検
定
制
度

で
す
。

受
付
期
間
　
10
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

試�

験
職
種
　
機
械
検
査
・
油
圧
装
置

調
整
・
建
築
大
工
・
配
管
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練

協
会
（
胆
振
総
合
振
興
局
内
・
☎

�
９
５
８
８
）

試
験
日
　
11
月
10
日
㈰

最
寄
り
の
試
験
地
　
苫
小
牧
市

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

令
和
２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
に
関
わ
る
市
民
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

令
和
元
年
度

後
期
技
能
検
定
試
験

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
の
実
施
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

令
和
元
年
度

第
３
回
消
防
設
備
士
試
験

第
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

経済地理学会２０１９年度
登別地域大会シンポジウム

道内観光地の将来展望
～交通体系の変化を見据えて～

日時　10月26日㈯14時
　　　（13時30分開場）
場所　第一滝本館
内�容　市の観光施策や温泉観光地の現状・魅力・
展望などについての討論会

申�し込み　10月７日㈪までに
特設ウェブサイトから申し
込み

問い合わせ　北海学園大学教授・浅
あさ

妻
づま

さん
� （☎090－1388－0239）

　
７
月
29
日
㈪
か
ら
８
月
27
日
㈫
ま

で
意
見
を
募
集
し
た
『
（
仮
称
）
登

別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設
の
あ
り
方

（
案
）
』
に
、
意
見
が
１
件
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
要

旨
や
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
（
内
容
）
　
10
月
29
日
㈫
９
時

30
分
～
12
時
30
分
（
一
般
）
、
13

時
30
分
～
16
時
30
分
（
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
）

場
所
　
市
民
会
館

受
講
料
　
収
入
証
紙
４
千
700
円

申
込
期
限
　
10
月
18
日
㈮

申�

し
込
み
　
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
北

海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
に

提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

①
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
　

期�

間
　
12
月
13
日
㈮
～
令
和
２
年
３

月
12
日
㈭

募�

集
期
間
　
10
月
16
日
㈬
か
ら
11
月

18
日
㈪
ま
で

②
情
報
シ
ス
テ
ム
科
　

日�

時
　
11
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
、
12

月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
９
時
～
16
時

場�

所
　
北
海
道
立
室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
（
室
蘭
市
み
ゆ
き
町
２
丁

目
９

－

５
）

対�

象
　
在
職
者
で
介
護
実
務
者
研
修

を
修
了
し
、
介
護
福
祉
士
の
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
る
方

内�

容
　
介
護
福
祉
士
資
格
の
試
験
対

策
講
座

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

期�

間
　
12
月
17
日
㈫
～
令
和
２
年
３

月
16
日
㈪

募�

集
期
間
　
10
月
25
日
㈮
～
11
月
27

日
㈬

場�

所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
青
葉

町
）

定
員
　
各
20
人

※
選
考
試
験
が
あ
り
ま
す
。

テ�

キ
ス
ト
代
　
①
約
１
万
３
千
円
、

②
約
１
万
円

※�
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

問�
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
�
８
６
８
９
）
、
北
海
道
立

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
（
☎
�

７
８
２
０
）

テ
キ
ス
ト
代
　
約
３
千
円

申�

し
込
み
　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
同

学
院
（
☎
�
７
８
２
０
）

月
日
　
11
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

定
員
　
100
人
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
　
７
千
500
円

申
込
期
間
　
10
月
15
日
㈫
～
25
日
㈮

申�

し
込
み
　
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
請

書
ま
た
は
日
本
防
火
・
防
災
協
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
請

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
北
海
道
消
防
設

備
協
会
に
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

試�

験
日
　
11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
の

い
ず
れ
か
一
日

対
象
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

申
込
期
限
　
11
月
14
日
㈭

問�

い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

令
和
元
年
度
第
２
回

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

～
北
海
道
立
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
～

令
和
元
年
度
登
別
市

防
火
管
理
講
習
会
（
甲
種
）

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

令和２年度
会計年度任用職員を

募集します
▶�問い合わせ　人事・行政管理グループ
� （☎�１１３２）

○月給の職種
職種 勤務内容 月給（円） 勤務場所 人数 勤務時間など 休日 必要資格など

公務補 施設の維持管理業務 130,100 市内小・中
学校 13

７時30分～16時
のうち、一日７
時間

土・日曜日など 小破修繕のでき
る方

技術員
特別支援学級の児
童・生徒に対する介
助業務

135,200 市内小・中
学校 ９

７時45分～16時
30分のうち、一
日７時間15分

土・日曜日、学
校休業日など 体力のある方

○時給の職種
職種 勤務内容 時給（円） 勤務場所 人数 勤務時間など 休日

公務補 施設の維持管理
業務 910 市内小・中

学校 13
７時30分～16時
のうち、一日４
時間

土・日曜日な
ど

技術員
児童・生徒に対
する学校生活・
学習支援業務

910 市内小・中
学校 20

８時30分～12時
30分のうち、一
日４時間以内

土・日曜日、
学校休業日な
ど

▶任用期間　令和２年４月１日㈬～令和３年３月31日㈬
▶試験方法　面接試験、書類選考
▶試験日　11月～12月
▶�申込方法　10月25日㈮までに人事・行政管理グループや各支所に
備え付け、または市公式ウェブサイトに掲載の申込書に必要事項
を記入の上、人事・行政管理グループに持参
※令和３年度以降も任用する可能性があります。

保育士の方を探しています
▶�勤務地　市内保育所
▶�応募要件　保育士資格を有する
方
▶�賃金　日額8,060円または時給
1,040円
※�詳しくは問い合わせください。
▶�問い合わせ　こども育成グルー
プ（☎�５６３４）
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相談困った！ときにはまず

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談
札幌弁護士会室蘭支部

11月16日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
定員：６人（申し込み順）

11月８日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

10月26日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

10月25日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

司法書士による
相続登記特設無料相談会

11月５日㈫
10時～16時

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

相続登記の手続き
定員：12人（予約制）

11月１日㈮までに札
幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�時間外も、相談くださ
い（こども相談室につ
ながらない場合は、市
役所（☎�２１１１）
に掛け直しください）。

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

こども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
※�緊急の場合は児童
相談所全国共通ダ
イヤル（☎189）

障がいのある方の
就労相談窓口

10月17日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

10月10日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

若年者等キャリア
カウンセリング

事業
（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

10月29日㈫・11月15
日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日�

時
　
10
月
19
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

２
階
（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内
容
　
森
の
中
を
散
歩

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

（
長
靴
）
、
コ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は

ス
プ
ー
ン
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た

は
水
）
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
10
月
17
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

遊
び
）
、
栄
町
保
育
所
（
外
遊
び
）

・�

10
月
24
日
㈭
…
登
別
保
育
所
（
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
飾
り
製
作
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持�
ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護

者
）
、
帽
子
・
靴
・
上
着
な
ど

（
外
遊
び
を
す
る
場
合
）

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所
（
内
容
）
　

・�

10
月
10
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所

（
集
団
遊
び
）
、
鷲
別
保
育
所

（
外
遊
び
）

・�

10
月
17
日
㈭
…
富
士
保
育
所
（
外

日
時
　
10
月
15
日
㈫
11
時
～
12
時

場�
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
10
月
19
日
㈯
10
時
～
12
時

場�

所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
、
園
庭

遊
び
（
雨
天
時
は
室
内
遊
び
）

持�

ち
物
　
天
候
に
合
わ
せ
た
服
装
、

飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
　
10
月
23
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
小
麦
粉
粘
土
遊
び
な
ど

持�

ち
物
　
飲
み
物
、
着
替
え

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
　
親
子

内�

容
　
公
園
内
を
散
歩
（
雨
天
時
は

室
内
遊
び
）

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

『
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
』

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
楽
し
み
デ
ー
『
小
麦
粉
粘
土
』

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

新入学児童健康診断を
必ず受診してください

問い合わせ
学校教育グループ（☎�1162）

対象　�平成25年４月２日から平成
26年４月１日生まれの方

※�対象となる世帯で、通知が届い
ていないときは、問い合わせく
ださい。

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（令和元年６月生まれ）

11月７日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相
談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成31年１月生まれ）

11月21日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育
児相談、地域子育て支援
拠点の紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成30年４月生まれ）

11月27日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計
測、栄養相談、歯科相談、
育児相談、フッ素塗布
（希望者800円）

母子健康手帳
３歳児健康診査

（平成28年10月生まれ）
11月14日㈭

時間は個別通知
診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯
科相談、育児相談

５歳児相談
（平成26年11月～　　
　平成27年３月生まれ）

11月１日㈮
時間は個別通知

育児相談、集団遊び、視
力検査、小学校入学に向
けた講話、発達相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

11月20日㈬
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄養
などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日時 診療所・住所・電話番号

10月６日㈰
９時～11時

グリーン・デンタル・クリニック
� （☎㊶３118）
室蘭市八丁平１丁目49－23
新生ファミリー歯科
� （☎�1182）
登別市新生町３丁目16－21

10月13日㈰
９時～11時

山本歯科� （☎㊸４７22）
室蘭市知利別町２丁目26－１
ほほえみファミリー歯科
� （☎０1４2㉓５００６）
伊達市末永町62－17

10月14日㈪
９時～11時

ありじ歯科クリニック
� （☎�５０４1）
室蘭市宮の森町４丁目22－39

10月20日㈰
９時～11時

多田歯科医院�（☎㉒118４）
室蘭市中央町３丁目７－13

10月22日㈫
９時～11時

いしい歯科� （☎�３３６７）
室蘭市東町２丁目22－６

10月27日㈰
９時～11時

いちはし歯科�（☎�４３2３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13

11月３日㈰
９時～11時

岩倉歯科� （☎㊺７11７）
室蘭市水元町12－６
かただ歯科医院
� （☎�12７０）
登別市登別東町２丁目27－１

11月４日㈪
９時～11時

御前水歯科クリニック
� （☎�81４8）
室蘭市御前水町２丁目６－20

10～11月の歯科救急医療 日
時
　
10
月
25
日
㈮
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

対�

象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
参
加
料
　
200
円

日
時
　
11
月
６
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
１
歳
か
ら
１
歳
６
カ
月
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
で
、
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方

内�

容
　
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

無
料
フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者
）

担�

当
歯
科
医
師
　
新
生
フ
ァ
ミ
リ
ー

歯
科
・
日ひ

置お
き

圭け
い

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母

子
健
康
手
帳

申�

し
込
み
　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日�

時
　
10
月
24
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
２
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
製
作

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶
、

ミ
ル
ク
）
、
着
替
え
、
お
む
つ
な

ど
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

�

（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
10
月
24
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
妊
婦
の
方
（
子
ど
も
連
れ
可
）

内
容
　
妊
婦
同
士
の
交
流

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
10
月
22
日
㈫
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

日
時
　
10
月
25
日
㈮
10
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
さ
ぎ
り
湯
駐
車
場
（
登

別
温
泉
町
60
番
地
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�
容
　
登
別
温
泉
の
湯
元
へ
の
訪
問

や
紅
葉
の
地
獄
谷
散
策

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
帽
子
、
運
動
靴
、
着
替
え

な
ど

申�

し
込
み
　
10
月
24
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－
１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

す
る
方
は
、
申
込
時
に
申
し
出
く

だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
10
月
７
日
㈪
か
ら
11
日

㈮
ま
で
の
13
時
～
17
時
ま
で
に
鷲

別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

１
２
３
５
）

申�

し
込
み
　
10
月
23
日
㈬
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日�

時
　
10
月
31
日
㈭
11
時
～
11
時
50

分
場
所
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
育
講

座
と
お
や
つ
の
試
食

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
１
２
３
５
）

日�

時
　
10
月
25
日
㈮
13
時
～
14
時
30

分
場
所
　
鷲
別
公
民
館

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
を

も
つ
保
護
者

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
（
生
後
６
カ
月
～
）
を
希
望

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

親
子
む
し
歯
予
防
教
室

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

マ
マ
１
年
生
の
応
援
団

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

１フ
ァ
ー
ス
トst

Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

食
育
講
座

『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
や
つ
パ
ー
テ
ィ
ー
』

子
育
て
講
演
会
『
食
生
活
を
通
し
て

腸
内
環
境
を
整
え
る
』

～
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸3522）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

日�
時
　
①
11
月
16
日
㈯
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
②
11
月
29
日
㈮
13
時

30
分
～
15
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
①
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ

の
家
族
、
②
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

内�

容
　
①
沐
浴
・
抱
っ
こ
・
オ
ム
ツ

交
換
の
体
験
実
習
な
ど
、
②
調
乳

体
験
・
産
後
の
生
活
に
つ
い
て
の

お
話
な
ど

定
員
　
①
20
組
、
②
20
人

※
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
順
。

申�

し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
日
の

３
日
前
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し

ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

日�

時
　
①
10
月
17
日
㈭
、
②
10
月
23

日
㈬
、
③
10
月
24
日
㈭

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
。

場�

所
　
①
鷲
別
公
民
館
、
②
市
民
会

館
、
③
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
原
則
65
歳
以
上
の
方

内�

容
　
転
倒
防
止
や
ひ
ざ
の
痛
み
の

日
時
　
11
月
26
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対�

象
　
２
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
運
動
会

定
員
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）
、
着

替
え
、
タ
オ
ル

※�

室
内
で
す
が
外
靴
の
ま
ま
走
り
ま

す
。

申�

し
込
み
　
10
月
28
日
㈪
～
11
月
１

日
㈮
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
に
登

別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

２
７
７
２
）

日
時
　
11
月
28
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
　
足
育
講
座
、
足
育
体
操

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
20
人

※�

託
児
（
生
後
６
カ
月
～
）
を
希
望

す
る
方
は
、
申
込
時
に
申
し
出
く

だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
10
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮

日
時
　
10
月
20
日
㈰
９
時
～
14
時

場�

所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階
中
央
フ
リ
ー

日�

時
　
11
月
５
日
㈫
13
時
30
分
～
15

時
場�

所
　
し
ん
た
21
　
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

内�

容
　
『
こ
こ
ろ
の
病
気
』
に
関
す

る
基
礎
講
座
と
当
事
者
談
な
ど

定
員
　
50
人

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

申�
し
込
み
　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
三

愛
病
院
医
療
福
祉
相
談
室
（
☎
�

３
２
０
７
）

　
北
海
道
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

を
対
象
に
『
自
分
ら
し
く
地
域
と
か

日
時
　
10
月
26
日
㈯
10
時
～
15
時

場�

所
　
モ
ル
エ
中
島
Ａ
棟
（
室
蘭
市

中
島
本
町
）

内�

容
　
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予
防

体
操
、
介
護
食
の
試
食
、
医
療
・

介
護
に
関
す
る
相
談

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

連
絡
会
事
務
局
（
本
輪
西
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
・
☎
�
１
２

１
２
）

　
10
月
29
日
㈫
は
『
世
界
脳
卒
中

デ
ー
』
で
す
。

　
脳
卒
中
に
は
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・

く
も
膜
下
出
血
が
あ
り
、
西
胆
振
地

域
の
死
亡
原
因
の
中
で
は
、
が
ん
・

心
臓
病
に
次
ぐ
第
３
位
で
、
日
本
人

の
『
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な
原

因
』
で
は
認
知
症
に
次
い
で
第
２
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
の
多
く
は
手
や
足
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
い
、
し
び
れ
る
、
言

葉
が
出
な
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。

　
異
変
を
感
じ
た
ら
一
刻
も
早
く
救

急
車
を
呼
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
室
蘭
保
健
所

�

（
☎
�
９
８
３
４
）

か
わ
る
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
ス
ス
メ
』

を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

日�

時
　
11
月
７
日
㈭
14
時
～
16
時

（
開
場
13
時
30
分
～
）

会
場
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
た
す
け
あ

い
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験

申�

し
込
み
　
11
月
１
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
高
齢
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２

０
）

軽
減
に
つ
な
が
る
体
操
、
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申�

し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
お
に
ス
ポ
・
磯い

そ

田だ

さ
ん
（
☎
090

－

９
５
２
９

－

１
７
６
５
）

ス
ペ
ー
ス

内�

容
　
お
薬
な
ん
で
も
相
談
室
や
こ

ど
も
薬
局
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
北
海
道
薬

剤
師
会
室
蘭
支
部
（
す
ば
る
薬
局

内
・
中
島
さ
ん
）
（
☎
�
１
７
１

７
）

ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

『
ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

足あ
し

育い
く

講
座

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
薬
フ
ェ
ア
２
０
１
９
in
登
別

～
北
海
道
薬
剤
師
会
室
蘭
支
部
～

令
和
元
年
度
市
民
公
開
講
座

～
三
愛
病
院
～

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
対
象
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア
連
絡
会
～

脳
卒
中
の
サ
イ
ン
が
出
た
ら

す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

１０
月
号

日
時
・
内
容
　
10
月
５
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
お
に
た
の
ぼ
う
し
、

こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の

②
13
時
30
分
…
続
・
深
夜
食
堂

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
は
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）
、
②
は
ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
10
月
12
日
㈯
14
時
～
16
時

日�

時
　
10
月
12
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
『
血
液
循
環
の
仕
組
み
と
循

環
機
能
体
操
』
に
つ
い
て

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
10
月
10
日
㈭
ま
で
に
と

展
示
期
間
　
10
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

場
所
　
鷲
別
公
民
館

●
出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
　

対
象
　
高
校
生
以
上

出
品
料
　
１
千
500
円
（
学
生
500
円
）

受�

け
付
け
　
10
月
13
日
㈰
12
時
～
16

時
に
鷲
別
公
民
館
へ
直
接
搬
入

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
美
術
協
会
・
桐

さ
ん
（
☎
�
５
４
９
０
）

日
時
　
10
月
13
日
㈰
13
時
～
15
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内
容
　
共
通
の
悩
み
を
話
し
合
う

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

申�

し
込
み
　
10
月
10
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

　
じ
ゃ
が
い
も
や
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ

た
料
理
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
１
日
㈮
10
時
～
13
時

場
所
　
し
ん
た
21

参
加
料
　
600
円

定
員
　
25
人
　

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申�

し
込
み
　
10
月
28
日
㈪
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
花
つ
な
の
会
・
安
達

さ
ん
（
☎
�
７
８
４
５
）

日
時
　
10
月
24
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
夕
べ

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
10
月
12
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

申�

し
込
み
　
10
月
10
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

時
（
開
場
は
13
時
～
）

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安

内�

容
　
古
式
舞
踊
、
北
海
学
園
大
学

名
誉
教
授
・
藤ふ

じ

村む
ら

久ひ
さ

和か
ず

さ
ん
に
よ

る
講
演

演�

題
　
知
里
真
志
保
に
つ
い
て
～
主

に
樺
太
時
代
～

※
当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
知
里
真
志
保
を
語
る

会
（
☎
�
１
０
６
２
）

寒
具
、
温
か
い
飲
み
物
、
双
眼
鏡
、

カ
メ
ラ
な
ど

申�

し
込
み
　
10
月
12
日
㈯
ま
で
同
記

念
館
（
☎
�
５
６
６
６
）

日�

時
　
10
月
20
日
㈰
13
時
～
15
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
２
日
前
ま
で
に
と
も
か

な
（
☎
�
７
１
３
３
）

期
間
　
10
月
１
日
㈫
～
12
月
26
日
㈭

入�

館
料
　
大
人
190
円
、
小
・
中
学
生

60
円

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
10
月
16
日
㈬
14
時

場
所
　
市
民
会
館

演�

題
　
幌
別
村
私
立
愛あ

い

隣り
ん

学
校
と
金か

ん

成な
り

太た

郎ろ
う

～
山
内
一
朗
先
生
の
研
究

を
中
心
に
～

講�

師
　
登
別
郷
土
文
化
研
究
会
会
長
・

日ひ

野の

安や
す

信の
ぶ

さ
ん

問�

い
合
わ
せ
　
同
研
究
会
事
務
局
・

佐
々
木
さ
ん
（
☎
�
５
２
１
３
）

日�

時
　
10
月
20
日
㈰
９
時
～
15
時

集
合
場
所
　
銀
の
し
ず
く
記
念
館

参
加
料
　
１
千
円
（
保
険
料
含
む
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
　
登
山
に
適
し
た
服
装
、
防

日�

時
　
10
月
19
日
㈯
13
時
15
分
～
16

映
画
会
～
市
立
図
書
館
～

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

第
41
回
登
別
美
術
協
会
公
募
展

大
人
の
発
達
障
が
い
の
会

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

ビ
ブ
リ
オ
の
夕
べ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

登
別
市
指
定
文
化
財
指
定
記
念

『
公
文
書
に
の
こ
る
地
域
の
歴
史
』

～
郷
土
資
料
館
特
別
展
～

郷
土
史
の
集
い

～
登
別
郷
土
文
化
研
究
会
～

中
尾
ト
メ
を
た
ど
る

ク
ッ
タ
ラ
旧
道
散
策
会

ア
イ
ヌ
文
化
講
演
会

～
知
里
真
志
保
を
語
る
会
～
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



問い合わせ

のぼりべつ元
げん

鬼
き

協議会
事務局　寺

てら

島
しま

さん
（☎080－5725－9938）

ハロウィンd
デ

e
クリーンウォーク201₉

日　　時　10月27日㈰
　　　　　９時～13時
受け付け　�鉄南ふれあい�

センター
参 加 費　500円
　ハロウィンの仮装をして、
沿道のごみ拾いをします。
終了後には記念撮影と昼食
交流会もあります。ぜひご
参加ください。

日
時
　
10
月
25
日
㈮
14
時
～
16
時

場
所
　
市
民
会
館

日�
時
　
10
月
30
日
㈬
17
時
30
分
（
受

付
17
時
～
）

場
所
　
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
室
蘭

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
60
歳
以
上
の
方

参
加
料
　
１
千
600
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
10
月
２
日
㈬
か
ら
18
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
　
１
千
円
（
材
料
費
含
む
）

申�

し
込
み
　
10
月
３
日
㈭
か
ら
17
日

㈭
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

持�

ち
物
　
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
、

ラ
ケ
ッ
ト
（
無
料
貸
し
出
し
あ
り
）

な
ど

申�

し
込
み
　
10
月
３
日
㈭
か
ら
17
日

㈭
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

　
10
月
15
日
㈫
・
25
日
㈮
、
毎
週
月

曜
日
と
祝
日
は
、
図
書
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
11
月
６
日
㈬
か
ら
28
日
㈭
ま

で
の
毎
週
水
・
木
曜
日
10
時
～
12

時
（
全
８
回
）

場
所
　
総
合
体
育
館

定
員
　
20
人

参
加
料
　
２
千
500
円

日�

時
　
11
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で
の

毎
週
月
・
木
曜
日
18
時
30
分
～
20

時
（
21
日
を
除
く
・
全
６
回
）

場
所
　
市
民
会
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申�

し
込
み
　
10
月
25
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

い
。

申�

し
込
み
　
10
月
26
日
㈯
か
ら
11
月

８
日
㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
㈭
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
絵
画
・
写
真
・
工
芸
品
・
手

芸
品
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
作

品
を
展
示

●
出
品
作
品
を
展
示
し
ま
す
　

申�

し
込
み
　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

展�

示
期
間
　
11
月
11
日
㈪
13
時
～
14

集
合
日
時
　
10
月
20
日
㈰
７
時

集
合
場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

参
加
料
　
４
千
円

持�

ち
物
　
山
歩
き
に
適
す
る
服
装
と

靴
、
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

※�

喜
茂
別
岳
ま
で
の
移
動
に
つ
い
て

は
登
別
山
岳
会
で
準
備
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
10
月
７
日
㈪
ま
で
に
同

会
・
藤
木
さ
ん
（
☎
�
５
８
９
７
）

日
時
　
10
月
26
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
10
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

内�

容
　
竹
や
木
な
ど
で
昆
虫
や
動
く

お
も
ち
ゃ
、
写
真
立
て
を
製
作

定
員
　
15
人

参
加
料
　
300
円

申�

し
込
み
　
10
月
12
日
㈯
か
ら
11
月

２
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
11
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
包
丁
２
・
３
丁
、
雑
巾

※�

包
丁
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
、
布

な
ど
で
包
ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ

日�

時
　
10
月
23
日
㈬
18
時
（
開
場
は

17
時
30
分
～
）

会
場
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
緑
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
環
づ
く
り
市
民

委
員
会
（
日
鉄
環
境
プ
ラ
ン
ト
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
内
・
☎
�
２
３

３
０
）

燻
製
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
シ
ニ
ア
）

市
立
図
書
館
休
館
情
報

『
初
心
者
卓
球
教
室
』

『
初
心
者
英
会
話
教
室
』

市
民
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

秋
の
市
民
登
山
会

～
喜
茂
別
岳
に
登
ろ
う
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

～
竹
や
木
で
作
る
森
の
芸
術
～

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

～
包
丁
と
ぎ
体
験
～

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
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のぼりん文化講座
・申し込みは原則、開催日の３日前までです
・初めての方でも参加できます

葉
は

画
が

教室（高
た か

野
の

　恵
け い

子
こ

講師）
日時　10月11日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
内�容　乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わ
せ、絵画を表現します

定員　10人（申し込み順）
持ち物　手ふき
参加料　1,000円

陶芸教室（佐
さ

藤
と う

　彰
あきら

講師）
日時　10月12日㈯９時30分～12時30分
対象　18歳以上の方
内容　粘土で花瓶やコップを作ります
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）

初心者書道教室（成
な り

田
た

　成
せ い

峰
ほ う

講師）
日時　10月16日㈬10時～12時
対象　18歳以上の方
内容　楷書や行書の書き方を学びます
定員　10人（申し込み順）
持�ち物　硯

すずり

・墨
ぼく

液
えき

・筆（大小）・文
ぶん

鎮
ちん

・下敷き・
半紙・新聞紙

かっぽれ（櫻
さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆ う

講師）
日時　10月28日㈪13時30分～15時30分
対象　18歳以上の方
内容　適度な運動に最適です
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装、日本手ぬぐい

のぼりん展示コーナー
布に親しむ会合同展示会
（布に親しむ会主催）
日時　10月３日㈭９時～６日㈰18時
内容　洋服、バック、帽子、人形など
問い合わせ　尾

お

野
の

さん（☎�０２７７）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

シニアカメラ同好会写真展
（シニアカメラ同好会主催）
日時　10月９日㈬９時～17日㈭21時
問い合わせ　今

こん

野
の

さん（☎090－1300－2193）

楽
ら く

伸
し ん

会
か い

・伸
し ん

芽
め

会
か い

合同書展
（書道同好会楽伸会・伸芽会主催）
日時　10月19日㈯13時～27日㈰18時
問い合わせ　成

なり

田
た

さん（☎�２０６７）

豆盆栽・小
しょう

品
ひ ん

盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ豆盆栽クラブ主催）
日時　10月29日㈫10時～31日㈭16時
問い合わせ　黒

くろ

澤
さわ

さん（☎�１４７４）

のぼりんイベント
秋のミニコンサート
（琴

き ん

城
じょう

流
りゅう

大正琴登別愛好会主催）
日�時　10月７日㈪13時
～14時

内�容　大正琴の演奏に
合わせて歌います

問い合わせ　岡
おか

田
だ

さん
　（☎�１８３０）

のぼりん茶
さ

話
わ

会
か い

（のぼりん主催）
日時　10月23日㈬
　　　①10時30分～12時、②18時30分～20時
申し込み　事前にのぼりん（当日連絡可）

秋ののぼりん交流会
（のぼりん主催）
日時　11月６日㈬９時30分～12時30分
内容　団体を紹介するポスターを作ります
対�象　のぼりんに登録している団体や登録を考え
ている団体・個人

持ち物　パソコンや使用したい写真など
参加料　100円（印刷、お茶代）
※詳しくは、のぼりんに問い合わせください
申し込み　11月５日㈫までにのぼりん

未着
（のぼりん）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

秋のワンデイハイク
　秋の気配を感じながらハイキングをします。
日�時　10月６日㈰10時～14時
対�象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定�員　30人（申し込み順）
参�加料　18歳以上の方400円、子ども200円
持�ち物　汚れても良い服装、長靴、軍手、タオル、
敷物、雨具、昼食、飲み物、帽子など
※当日、直接お越しください。

木と森のあそび場
　木のおもちゃで遊びます。
日�時　10月12日㈯～14日㈪10時
～17時（最終日は15時まで）
対象　どなたでも
※�当日、直接お越しください。

鉱山ならではの秋の旅をしよう
　子どもコーザン・ネイチャーガイドによるガイ
ドプログラムです。
日時　10月20日㈰13時～15時
対象　どなたでも（小学４年生以下は保護者同伴）
定員　20人
参加料　100円
持ち物　雨具、帽子、軍手、防寒着、飲み物

秋の野
の

点
だて

　紅葉を見ながら、お茶をいただきます。
日時　10月20日㈰12時30分～14時30分
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円（18歳未満は100円）
※当日、直接会場にお越しください。

秋はっけん！
　クイズをしながら、秋を探してみませんか。
日時　10月26日㈯13時～14時30分
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　15人（申し込み順）
参加料　100円
持ち物　動きやすい服装、防寒着、飲み物など
申し込み　10月24日㈭までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日
　薪割り体験をしてたき火おやつを楽しみます。
日時　10月26日㈯10時～12時
対象　どなたでも
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円
持ち物　動きやすい服装、軍手、飲み物など
申し込み　10月25日㈮までにふぉれすと鉱山

環境保全フォーラム
　地域の環境について学びます。
日�時　11月２日㈯10時～15時（講演会13時～12時、
里山フィールドワーク13時～15時）

講師　酪農学園大学特任准教授・笹
ささ

森
もり

琴
こと

絵
え

さん
対象　18歳以上の方
定員　20人（申し込み順）
参加料　200円
申し込み　11月１日㈮までにふぉれすと鉱山

石窯Ｄ
デ

Ｅ秋ピザ
　旬の食材を使ってピザを作ります。
日時　11月４日㈪10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　20組（申し込み順）
参加料　一組600円
持ち物　エプロン、三角巾、マスクなど
※当日、直接会場にお越しください。

　
臨時休館のお知らせ

　ふぉれすと鉱山は、施設メンテナンスの
ため、10月29日㈫は臨時休館します。
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若いチカラが登別の未来を創る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�83０７）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

ゆずります
●ハムスターケージ（40×30×30㌢㍍）●剣道防具一式
（大人用）●素焼き植木鉢（大小15個）●リクライニン
グいす（１人用）●木製児童用机（いす付）●ベビータ
ンス●石油ストーブ（煙突式）●洋服タンス●衣装ケー
ス●パイプハンガー（ダブル）●ワープロ●洗濯機（６
㌔㌘）●電子ピアノ●ひな飾り（七段）

ゆずってください
●食卓用テーブルいす●ＣＤラジカセ●シュレッダー
（Ａ４電動式など）●冷蔵庫（300～500㍑）●冷凍庫●
電子ピアノ●エレキギター●ウクレレ●ビデオカメラ
（メモリー内蔵）●白菊幼稚園制服一式（男の子用、女
の子用）●ハンディ掃除機●空気清浄機●布団乾燥機●
扇風機●テレビ●ＤＶＤプレーヤー●ＩＣレコーダー●
デジタルカメラ●固定電話●餅つき器●婦人用自転車●
ピアノ●双子用ベビーカー●２段ベッド（子ども用）●
オーブンレンジ●ＶＨＳビデオデッキ●電気スタンド●
石油ストーブ（煙突式）●石油ストーブ（床暖付）●保
冷容器（釣り用）●瞬間湯沸かし器（プロパンガス用）

我らが少女Ａ
高
たか

村
むら

　　薫
かおる

�著
　合

ごう

田
だ

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

シリーズ第６弾。12年
前、元中学美術教師が東京郊外の公
園で殺害された。犯人はいまだ逮捕
されず、当時の捜査責任者・合田雄
一郎の胸には後悔と未練がくすぶり
続けていた。そこに思いも寄らない
新証言が。

◇チンギス紀�5� 北
きた

方
かた

　謙
けん

三
ぞう

�著
◇ジョン・マン�７� 山

やま

本
もと

　一
いち

力
りき

�著
◇リアルサイズ古生物図鑑 中生代編� 土

つち

屋
や

　　健
けん

�著

まどのそと

　かたかたかた、かたかたかた、ま
どが、かたかた鳴

な

っている。風
かぜ

はな
いのに、地

じ

震
しん

もないのに、ずっとか
たかた鳴っている。眠

ねむ

れなくてカー
テンを開

あ

けたら、だれかがのぞいて
いて。恐

きょう

怖
ふ

の怪
かい

談
だん

えほんシリーズ。

ハダ　タカヒト�絵
え

　佐
さ

野
の

　史
し

郎
ろう

�作
さく

◇ロージーのひよこはどこ？�パット・ハッチンス�さく
◇科

か

学
がく

者
しゃ

の目
め

 新
しん

版
ぱん

� かこ　さとし�文
ぶん

・絵
え

◇わけあって絶
ぜつ

滅
めつ

しました。続
ぞく

� 丸
まる

山
やま

　貴
たか

史
し

�著

不用品 市ダイヤル

▼�

日
時
　
　
10
月
５
日
㈯
・
19
日
㈯

※�

時
間
は
両
日
と
も
11
時
～
14
時
30

分
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
の
２
日
間
、

登
別
市
役
所
前
の
道
路
で
開
催
さ
れ

た
『
２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行

50
周
年
記
念
第
31
回
幌
別
地
区
手
づ

く
り
祭
り
』
に
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
か
ら
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー

科
と
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
の
学

生
が
出
展
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
学
生
た
ち
の
日
頃
の

成
果
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
例
年
、
同
ま
つ
り
に
出
展

し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
学
生
が
制

作
し
た
ゲ
ー
ム
体
験
や
イ
ラ
ス
ト
作

品
の
展
示
の
ほ
か
、
学
生
た
ち
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
な
ど
の
販
売
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

お
祭
り
期
間
中
、
テ
ン
ト
内
に
は

多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
中

に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
遊
び

に
来
て
い
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
運
営
に
取

り
組
む
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
で
は
、
引
き
続
き
、
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
連
携
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
と
共
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学

▲�市役所前で多くの人を迎えた日本工
学院北海道専門学校のブース

▲�学生たちが制作したゲームで遊ぶこ
とができるパソコン機器

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

※無料に限ります。
▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

32 ２０１9．１０月号 � 日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書



登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　 � ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

学
生
た
ち
を
交
え

備
え
を
忘
れ
ず
に

夏
の
思
い
出

会
員
の
技
を
生
か
し
て

　
南
千
歳
町
内
会
で
は
、
毎
年
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
る
『
野
外
焼
肉

交
流
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
町
内
に
寮
が
あ
る
日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
生
も

招
き
、
参
加
者
は
約
120
人
を
数
え
た

同
会
。

　
心
を
込
め
て
準
備
し
た
焼
き
鳥
や

焼
き
そ
ば
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
味
わ

い
な
が
ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南
千
歳
町
内
会

�

会
長
　
鈴す

ず

木き

　
道み

ち

雄お

　
　

　
登
別
東
町
第
４
町
会
と
登
別
東
町

第
５
町
会
は
、
合
同
で
老
人
憩
の
家

『
翠み

ど
り

の
家
』
を
会
場
と
し
た
消
防
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
鍋
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
、

消
防
へ
の
通
報
や
消
火
器
を
使
用
し

た
消
火
訓
練
、
屋
外
へ
の
避
難
訓
練

な
ど
を
行
い
、
日
頃
か
ら
利
用
し
て

い
る
施
設
で
の
有
事
に
備
え
ま
し
た
。

登
別
東
町
第
４
町
会

�
会
長
　
藤ふ

じ

田た

　
　
隆た

か
し

　
　

登
別
東
町
第
５
町
会

�

会
長
　
石い

し

谷た
に

　
弘こ

う

二じ

　
　

　
鷲
別
地
区
に
あ
る
９
つ
の
町
内
会

で
組
織
す
る
子
ど
も
盆
踊
り
大
会
実

行
委
員
会
は
、
鷲
別
小
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
で
盆
踊
り
大
会
を
２
日
間
に
渡

っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
『
北ほ

っ

海か
い

盆ぼ
ん

唄う
た

』
と
太
鼓
の
調
子
に

合
わ
せ
て
、
元
気
に
踊
り
、
短
い
夏

の
夜
を
楽
し
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。

　
終
了
後
に
は
、
お
菓
子
と
飲
み
物

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
笑
顔

で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

鷲
別
地
区
子
ど
も
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長
　
稲い

な

葉ば

　
雅ま

さ

幸ゆ
き

　
　

　
市
営
住
宅
桜
木
自
治
会
で
は
、
会

員
の
優
れ
た
技
能
を
地
域
で
生
か
し

て
も
ら
お
う
と
、
家
庭
用
の
包
丁
研

ぎ
無
料
奉
仕
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

お
う
と
１
世
帯
２
本
ま
で
と
し
た
同

奉
仕
会
。
包
丁
を
研
ぐ
際
に
出
る
軽

快
な
音
が
広
が
っ
た
会
場
に
は
、
切

れ
味
と
光
沢
を
取
り
戻
し
た
包
丁
で

の
料
理
を
楽
し
み
に
す
る
多
く
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

市
営
住
宅
桜
木
自
治
会

�

会
長
　
山や

ま

内う
ち

　
市い

ち

治じ
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白老町 室蘭市 伊達市

発行・編集／登別市総務部企画調整グループ　〒059-8701�登別市中央町6丁目11　☎0143�6586　 0143�1108
ウェブサイト：http://www.city.noboribetsu.lg.jp/　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

人のうごき（令和元年8月末日現在）／人口47,876（－73）世帯24,829（－35）（　）は前月比

　伊達市と仙台市に伝わる歴史資料
で、伊達政宗・伊達成実が駆け抜け
た時代を振り返ります。
▶�展示期間　10月４日㈮～12月１日
㈰９時～17時

※�月曜日（休日の場合はその翌日）
は休館です。

▶�入場料　一般・大学生・高校生…
800円、小・中学生…700円、小学
校入学前の子ども…無料

※常設展示の入場料を含みます。
▶�問い合わせ　だて歴史文化ミュー
ジアム（☎０１４２㉕１０５６）

第14回白老
ノルディックウオーキング

だて歴史文化ミュージアム特別展
『伊

だ

達
て

政
まさ

宗
むね

と伊
だ

達
て

成
しげ

実
ざね

展』さかなの港町同窓会

　サケのイベントや新鮮な海産物・
野菜の販売など、秋の味覚を満喫で
きる催しが盛りだくさんです。
▶日時　10月６日㈰９時
▶場所　追

おい

直
なおし

漁港（室蘭市舟見町）
▶�内容　サケのぼう引き、サケのつ
かみ取り、1,000人鍋、魚介類の
炭火焼き、ふれあい朝市など
※�天候や漁の状況により、内容を一
部変更する場合があります。
▶�問い合わせ　同実行委員会事務局
（室蘭市経済部農水産課内・☎㉒
１１１８）

　白老ノルディックウオーキング愛
好会が主催する『ポロト紅葉の集い』
で、爽やかな秋の風を感じながら遊
歩道を歩きませんか。
　2.5、4.2、7.3㌔㍍の３コースか
ら選べます。
▶日時　10月20日㈰９時30分～
▶�集合場所　ポロト自然休養林ビジ
ターセンター前
▶参加料　300円（完歩証代など）
▶�申し込み　10月８日㈫までに同会
会長・堀

ほり

川
かわ

さん（☎０１４４�３
１５２）

テーマ 日時 内容 講師

経　営
10月20日㈰13時～15時
10月23日㈬18時～20時
※どちらか一日。

・オリエンテーション
・創業に必要な準備
・�ビジネスアイデアの創出

株式会社アステップ
山
やま

田
だ

　仁
ひと

美
み

さん
（中小企業診断士）

販　路
開　拓

10月27日㈰13時～15時
10月30日㈬18時～20時
※どちらか一日。

・�マーケティングの基本
・�売上を伸ばすための販売戦略の策定
方法

人　材
育　成

11月13日㈬18時～20時
11月17日㈰13時～15時
※どちらか一日。

・�雇用に関する基礎知識
・人材育成の考え方
・各種助成金の紹介

財　務
11月20日㈬18時～20時
11月24日㈰13時～15時
※�どちらか一日。

・�創業計画書の作成方法
・資金調達の方法
・資金繰りの考え方

中小企業診断士事務所
アントレＣＳ代表
田
た

中
なか

　修
おさ

身
み

さん
（中小企業診断士）経　営 12月１日㈰10時～15時

・創業計画の作成
・�創業して間もない方や長年企業を経
営されてきた方の話

について学んでみませんか創 業

問い合わせ　登別商工会議所（☎�４１１１）

※�受講した方は、創業の際の法人登記に係る登録免許税の軽減が受けられるほか、商工会議所などからのサ
ポートや各種補助金制度の活用などが可能となります。

　創業をお考えの方や関心のある方、創業から５年未満の方を対象に、創業塾
を開催します。
▶場所　登別商工会議所３階研修室
▶対象　創業をお考えの方や関心のある方、創業から５年未満の方
▶定員　30人（申し込み順）
▶受講料　5,000円（10月20日㈰・23日㈬は無料）
※一回の支払いで全ての講座を受講することができます。
▶申し込み　10月８日㈫までに登別商工会議所（☎�４１１１）
▶日時・内容など　


